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高校生のためのビジネスプラン作成セミナー（福岡県立図書館）

講義の様子：ビジネスアイデアの発想 セミナーで使用した資料

ビジネスアイデアを発表する高校生



PHOTO NEWS ［フォトニュース］

今月の表紙「元気いっぱい子どもたち」

福岡県立図書館では、令和元年６月29日（土）に、日本政策金融公庫が主催する「第７回高校生ビジネスプラン・グランプ
リ」の開催に合わせて、日本政策金融公庫との共催で『高校生のためのビジネスプラン作成セミナー』を実施しました。当日の
参加者は23名で、福岡地区をはじめ筑豊地区や筑後地区など、県内から多くの高校生が参加しました。
セミナーは、日本政策金融公庫から講師を招き、「ビジネスアイデアの発想」「ビジネスプランの作り方」の２つのテーマに分
け講義をしました。参加した生徒の皆さんは活動に積極的に取り組み、講師の個別アドバイスを受けながらビジネスプランシー
トを作成することができました。
後日開催された「第7回高校生ビジネスプラン・グランプリ」では、セミナーに参加した久留米大学附設高等学校が「高校生
ビジネスプラン・ベスト100」に選ばれました。本セミナーを通して、将来を担う若者の起業意欲へとつなげることを目指し
ています。

高校生のためのビジネスプラン作成セミナー（福岡県立図書館）

7/1 県立学校長会

吉塚合同庁舎において、県立学校長会が開催され 

ました。今年度は第１回の校長会が、新型コロナウイ

ルス感染症拡大防止のため中止となり、第２回も感染

症対策のため、午前の部と午後の部に分けて開催され

ました。

城戸教育長は、あいさつの中で、アフターコロナを

見据えた新しい業務遂行の在り方について述べました。

〜福岡県新型コロナウイルス医療従事者応援金の寄附口座を開設しました〜

福岡県においては、医療の最前線で奮闘されている医療従事者の方々に対し、感謝と応援の気持ちをこ

めて「福岡県新型コロナウイルス医療従事者応援金」をお渡ししたいと考え、５月１１日から寄附口座を開

設し、寄附を募っております。

皆様一人一人のあたたかい応援が医療を支える方々の大きな励み、力となります。皆様のご協力を�

お願いいたします。

（振込先）

金融機関名・支店名 福岡銀行（０１７７）・県庁内支店（２１３）

預金種目及び口座番号 普通預金（１２１３３９０）

口座名（漢字） 福岡県新型コロナウイルス医療従事者応援金

口座名（ カ ナ ） ﾌ ｸ ｵ カ ｹ ﾝ ｼ ﾝ カ ﾞ ﾀ ｺ ﾛ ナ ｳ ｲ ﾙ ｽ ｲ ﾘ ｮ ｳ ｼ ﾞ ｭ ｳ ｼ ﾞ ｼ ｬ ｵ ｳ ｴ ﾝ ｷ ﾝ

※�振込手数料については、金融機関により取扱いが異なりますので、福岡県ホームページでご確認ください。

○福岡県ホームページ：https://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/m-cheering.html
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教育の
広場

日
本
国
憲
法
が
保
障
す
る
基
本
的
人
権
、

人
の
生
命
、
人
と
し
て
の
尊
厳
は
、「
過
去
幾

多
の
試
練
に
堪
へ
」（
第
97
条
）
て
手
中
に

し
た
、
切
な
る
証
文
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の

憲
法
を
擁
し
て
さ
え
、
人
と
し
て
の
生
存
と

尊
厳
を
理
不
尽
に
貶
め
ら
れ
る
人
々
の
姿

を
、
今
な
お
、
ま
の
当
た
り
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ハ
ン
セ
ン
病
国
家
賠
償
訴
訟
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
児
童

虐
待
等
の
人
権
侵
害
事
例
を
並
べ
る
ま
で
も
な
く
、
問
題
は
、
結
局
の
と
こ

ろ
、
人
権
侵
害
事
件
に
立
ち
会
っ
た
生
身
の
人
間
が
、
被
害
者
を
前
に
し

て
、
被
害
者
と
し
て
正
し
く
認
識
し
、
被
害
の
差
し
止
め
と
救
済
の
た
め
の

一
歩
を
踏
み
出
す
の
か
否
か
、
被
害
の
高
低
で
は
な
く
、
被
害
の
周
囲
に
生

活
す
る
一
人
一
人
の
人
権
感
覚
の
高
低
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
法
と

制
度
を
整
え
る
だ
け
で
は
、
人
権
侵
害
を
解
消
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ

の
た
め
社
会
は
、
人
権
侵
害
の
察
知
と
抑
止
、
被
害
の
差
し
止
め
と
権
利
の

回
復
を
最
優
先
と
す
る
感
覚
、
人
権
感
覚
の
醸
成
に
、
世
代
を
こ
え
て
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
権
に
関
す
る
知
的
理
解
を
高
め
、
人
権
感
覚

を
醸
成
す
る
教
育
、
人
権
教
育
が
、
社
会
を
根
底
で
支
え
る
教
育
、
学
校
を

中
核
で
支
え
る
教
育
で
あ
る
こ
と
の
、
所
以
で
あ
る
。

戦
後
の
日
本
に
お
い
て
は
、
同
和
教
育
、
各
教
科
等
に
お
け
る
学
習
や
活

動
を
通
し
て
、
広
く
人
権
尊
重
の
精
神
を
涵
養
す
る
教
育
が
、
取
り
組
ま
れ

て
き
た
。
ま
た
、
平
成
以
降
に
な
る
と
、
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
１0
年

（
1
9
9
5
～
0
4
）
へ
の
参
加
を
機
と
し
て
、
日
本
で
は
、
恒
久
法
で
あ
る

人
権
教
育
・
啓
発
推
進
法
（
平
成
１2
年
）
を
制
定
す
る
と
と
も
に
、
国
際
的

動
向
を
ふ
ま
え
た
人
権
教
育
が
意
識
的
に
進
め
ら
れ
て
き
た
。

人
権
教
育
・
啓
発
基
本
計
画
（
閣
議
決
定
）
を
出
し
て
、
国
と
し
て
取
り

組
む
べ
き
人
権
課
題
を
広
く
公
表
し
た
の
は
平
成
１4
年
の
こ
と
で
あ
る
。
基

本
計
画
に
前
後
し
て
、
日
本
で
は
、
人
権
関
係
の
法
律
が
次
々
と
制
定
さ
れ

た
。
感
染
症
予
防
法
（
平
成
１0
年
）、
犯
罪
被
害
者
基
本
法
（
同
１6
年
）、
障

害
者
差
別
解
消
法
（
同
25
年
）、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
法
（
同
25
年
）、

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
（
同
28
年
）、
部
落
差
別
解
消
推
進
法
（
同
28
年
）

等
、
そ
の
い
ず
れ
に
も
、
前
文
や
条
文
に
、
生
命
と
尊
厳
を
脅
か
さ
れ
た
人

権
侵
害
、
人
権
の
被
害
者
に
対
す
る
思
い
が
、
記
載
さ
れ
て
い
る
。（
法
律
名

は
全
て
略
称
）　
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感
染
症
予
防
法
の
前
文
で
あ
る
。「
我
が
国
に
お
い
て
は
、
過
去
に
ハ
ン

セ
ン
病
、
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
等
の
感
染
症
の
患
者
等
に
対
す
る
い
わ

れ
の
な
い
差
別
や
偏
見
が
存
在
し
た
と
い
う
事
実
を
重
く
受
け
止
め
、
こ
れ

を
教
訓
と
し
て
今
後
に
生
か
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。」

ハ
ン
セ
ン
病
に
限
ら
ず
、
感
染
症
、
感
染
、
病
者
に
対
す
る
理
由
の
無
い

偏
見
や
差
別
、
理
不
尽
な
誹
謗
中
傷
は
、
歴
史
的
に
、
そ
し
て
令
和
と
な
っ

た
今
日
も
日
々
体
験
す
る
、
根
の
深
い
人
権
侵
害
で
あ
る
。

学
校
教
育
を
め
ぐ
る
政
策
や
施
策
の
動
向
を
み
て
も
、
同
様
の
傾
向
が
み

え
る
。『
生
徒
指
導
提
要
』（
文
部
科
学
省
平
成
22
年
）
に
は
、「
い
じ
め
に

取
り
組
む
基
本
姿
勢
は
、
人
権
尊
重
の
精
神
を
貫
い
た
教
育
活
動
を
展
開
す

る
こ
と
」（
第
6
章
）
に
あ
る
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
性
同
一
性
障
害
に
係

る
児
童
生
徒
に
対
す
る
き
め
細
か
な
対
応
の
実
施
等
に
つ
い
て
」（
文
部
科

学
省
同
27
年
）
で
も
、「
い
か
な
る
理
由
で
も
い
じ
め
や
差
別
を
許
さ
な
い

適
切
な
生
徒
指
導
・
人
権
教
育
等
を
推
進
す
る
」
と
の
指
示
が
み
え
る
。

「
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
」（
同
25
年
）
に
は
、
法
制
定
の
ま
ず
も
っ
て
の

目
的
を
、「
児
童
等
の
尊
厳
を
保
持
す
る
」（
第
1
条
）
こ
と
と
記
し
て
い

る
。
教
育
と
学
校
、
教
師
と
児
童
生
徒
と
の
関
係
に
お
い
て
、
人
権
尊
重
の

精
神
、
人
権
感
覚
を
一
層
重
視
す
る
も
の
へ
と
、
改
善
さ
れ
て
き
て
い
る
。

学
校
で
は
、Society5.0

、
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｅ
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
等
、
最
先
端

の
教
育
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
、
教
師
は
競
争
と
評
価
に
日
々
さ
ら
さ
れ
て

い
る
。
社
会
的
不
安
や
困
難
の
渦
中
に
疲
弊
す
る
教
師
の
姿
が
あ
る
。
だ

が
、
こ
の
よ
う
な
中
で
こ
そ
、
人
権
教
育
と
、
人
権
教
育
を
支
え
る
教
師
の

役
割
は
、
一
層
、
そ
の
重
要
性
を
増
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
指
摘
し
て
お

き
た
い
。

人
権
教
育
と
教
師
に
期
待
さ
れ
る
の
は
、
学
校
と
教
育
、
教
師
と
児
童
生

徒
、
保
護
者
、
学
習
の
全
体
と
個
々
に
お
い
て
、
揺
ら
ぐ
こ
と
の
な
い
人
権

感
覚
の
地
歩
を
、
築
き
上
げ
る
こ
と
に
あ
る
。

人
権
教
育
は
、
多
様
で
あ
り
な
が
ら
、
根
本
と
な
る
原
則
と
主
旨
を
ゆ
る

が
せ
に
し
な
い
教
育
で
あ
る
。
現
実
に
被
害
を
受
け
、
生
命
と
生
存
、
尊
厳

と
人
格
が
窮
地
に
あ
り
、
危
殆
に
瀕
す
る
者
か
ら
目
を
逸
ら
し
た
ま
ま
、
教

育
と
学
習
を
前
に
す
す
め
る
こ
と
は
な
い
。
取
り
組
ま
れ
て
い
る
教
育
と
学

習
が
、
憲
法
と
教
育
基
本
法
の
主
旨
、
人
権
尊
重
の
精
神
の
涵
養
（
人
権
教

育
・
啓
発
推
進
法
第
2
条
）
に
資
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
か
。
非
差
別
、

寛
容
、
多
様
性
に
向
か
う
も
の
と
な
っ
て
い
る
か
。
人
権
侵
害
に
苦
し
む

人
、
い
の
ち
と
尊
厳
の
危
機
に
あ
る
人
を
素
通
り
す
る
学
び
と
な
っ
て
い
な

い
か
。
こ
う
問
い
直
す
も
の
の
存
在
が
、
変
化
と
混
迷
の
中
、
展
望
を
見
失

う
よ
う
な
と
き
に
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
そ
の
価
値
を
高
め
て
き
て

い
る
。

人
権
侵
害
、
被
害
者
の
理
不
尽
な
境
遇
に
目
を
向
け
、
心
を
痛
め
、
憤
る

声
が
上
が
る
。
生
命
と
尊
厳
を
貶
め
ら
れ
る
人
々
を
救
お
う
と
す
る
人
々
の

行
動
が
あ
る
。
や
が
て
社
会
の
良
識
を
形
成
し
、
政
策
や
施
策
を
改
善
さ
せ

て
ゆ
く
。
こ
の
よ
う
な
、
社
会
の
良
質
な
常
識
と
良
識
を
、
根
底
で
支
え
て

き
た
の
が
、
学
校
と
教
師
で
あ
る
。

戦
後
の
日
本
で
は
、
誠
実
な
教
師
た
ち
に
よ
っ
て
、
人
権
に
か
か
わ
る
知

識
や
体
験
を
重
視
し
た
教
育
、
人
権
感
覚
を
醸
成
す
る
た
め
の
教
育
が
、
熱

心
に
と
り
く
ま
れ
て
き
た
。
凡
庸
な
物
言
と
な
っ
て
し
ま
う
が
、
学
校
と
教

師
は
、
社
会
の
根
幹
、
良
識
の
根
底
を
支
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
、
思
い

起
こ
し
て
ほ
し
い
。
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特	集

「
ふ
く
お
か
教
育
月
間
」
に
つ
い
て�

総
務
企
画
課

「
ふ
く
お
か
教
育
月
間
」
の
制
定
に
つ
い
て

福
岡
県
教
育
委
員
会
で
は
「
福
岡
県
の
教
育
月
間
を

定
め
る
規
程
」
を
令
和
２
年
２
月
に
制
定
し
、
毎
年
１１

月
を
「
ふ
く
お
か
教
育
月
間
」
と
す
る
こ
と
と
い
た
し

ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
変
化
の
激
し
い
時
代
の
中
で
た
く
ま

し
く
生
き
抜
く
力
を
身
に
付
け
る
た
め
に
、
学
校
、
家

庭
、
地
域
が
連
携
・
協
働
し
、
県
民
こ
ぞ
っ
て
子
ど
も

た
ち
を
育
ん
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
教
育
課
程
の
理
念

と
し
て
「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
の
実
現
が
掲

げ
ら
れ
て
お
り
、
よ
り
よ
い
社
会
を
創
る
と
い
う
目
標

を
、
学
校
と
社
会
と
が
共
有
し
、
地
域
の
人
的
・
物
的

資
源
の
活
用
や
社
会
教
育
と
の
連
携
・
協
働
に
よ
り
、

そ
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
校
教
育
と
社
会
教
育
の
連
携
を
強
め
、
社
会
全
体

が
一
体
と
な
っ
た
教
育
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
県
民

の
皆
様
一
人
一
人
が
教
育
の
重
要
性
や
在
り
方
に
つ
い

て
考
え
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
ふ
く
お
か
教
育
月
間
」
の
制
定
が
、
県
民
の
皆
様

に
と
っ
て
、
子
ど
も
を
育
む
当
事
者
と
し
て
の
意
識
を

さ
ら
に
高
め
て
い
た
だ
く
契
機
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

今
後
の
取
組
に
つ
い
て

令
和
２
年
度
は
、
第
１
回
の
記
念
行
事
と
し
て
、
教

育
を
テ
ー
マ
と
し
た
県
教
育
委
員
会
主
催
の
イ
ベ
ン
ト

を
１１
月
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。
内
容
の
詳
細
は
現
在

企
画
中
で
す
が
、
著
名
人
に
よ
る
講
演
会
や
子
ど
も
た

ち
に
よ
る
発
表
会
な
ど
、
保
護
者
の
方
々
を
は
じ
め
、

多
く
の
県
民
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
な
イ
ベ

ン
ト
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
町
村
の
教
育
委
員
会
や
教
育
関
係
団
体
に

御
協
力
い
た
だ
き
、
県
内
各
地
で
関
連
行
事
を
実
施
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
よ
り
多
く
の
方
に
、「
ふ
く
お
か
教
育
月

間
」
の
取
組
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
教
育
月
間
の

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
制
作
す
る
予
定
で
す
。

今
後
、
こ
れ
ら
の
取
組
が
、
家
庭
、
学
校
及
び
地
域

社
会
が
連
携
し
た
本
県
教
育
の
充
実
と
発
展
へ
と
資
す

る
よ
う
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

福
岡
県
の
教
育
月
間
を
定
め
る
規
程

福
岡
県
の
教
育
月
間
を
定
め
る
規
程

　
　
　
　
　
　

令
和
二
年
二
月
二
十
一
日

　
　
　
　
　
　

福
岡
県
教
育
委
員
会
告
示
第
一
号

（
趣
旨
）

第�

一
条　

こ
の
告
示
は
、
県
民
の
教
育
に
対
す
る
関
心

と
理
解
を
一
層
深
め
る
と
と
も
に
、
次
代
を
担
う
子

ど
も
の
育
成
を
期
し
、
家
庭
、
学
校
及
び
地
域
社
会

が
連
携
し
て
本
県
教
育
の
充
実
と
発
展
を
図
る
た

め
、「
ふ
く
お
か
教
育
月
間
」
を
設
け
る
に
あ
た
り
、

必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
ふ
く
お
か
教
育
月
間
）

第
二
条　

毎
年
十
一
月
を
ふ
く
お
か
教
育
月
間
と
す
る
。

（
教
育
月
間
の
取
組
）

第�

三
条　

県
教
育
委
員
会
は
、
市
町
村
教
育
委
員
会
、

学
校
、
教
育
に
関
係
す
る
機
関
及
び
団
体
、
県
民
等

と
連
携
し
、
そ
の
協
力
の
下
、
ふ
く
お
か
教
育
月
間

の
趣
旨
に
沿
っ
た
取
組
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
広

く
県
内
へ
の
普
及
を
図
り
、
県
民
に
よ
る
主
体
的
な

取
組
を
促
進
す
る
も
の
と
す
る
。

（
そ
の
他
）

第�

四
条　

こ
の
告
示
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
ふ
く
お

か
教
育
月
間
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、別
に
定
め
る
。

附　

則
こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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は
じ
め
に

本
校
は
昭
和
54
年
に
開
校
し
、
一
昨
年
度
創
立
40
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。「
美
し
い
心　

努
力
す
る
力
」
を

校
訓
と
し
、
努
力
を
楽
し
み
な
が
ら
、
志
を
も
っ
て
意

欲
的
に
学
び
、
自
律
と
思
い
や
り
の
心
を
持
つ
、
健
康

で
た
く
ま
し
い
生
徒
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

１　

こ
れ
ま
で
の
取
組

本
校
は
平
成
３0
年
度
か
ら
２
年
間
、
福
岡
県
立
学
校

「
新
た
な
学
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
研
究
実
践
校
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
初
年
度
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン

グ
を
取
り
入
れ
た
授
業
実
践
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
教

員
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
対
す
る
知
識
・
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、「
新
た
な

学
び
」
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
生
徒
に
対
し
て
も

発
信
し
、
生
徒
と
教
員
が
目
指
す
方
向
性
を
共
有
し
て

授
業
実
践
を
進
め
ま
し
た
。

昨
年
度
は
初
年
度
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
も
の
の
う
ち
、「
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
作
成
」
に
つ
い
て

研
究
を
進
め
ま
し
た
。
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
と
は
、
生
徒
の

学
習
評
価
を
す
る
際
の
評
価
の
観
点
と
そ
の
基
準
を
書

い
た
評
価
基
準
表
の
こ
と
で
す
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の�

松
尾　

剛�

福
岡
教
育
大
学
准
教
授
か
ら
「
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
は
半
年
か
ら
１
年
、
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
時
間

を
か
け
て
作
り
上
げ
て
い
く
も
の
で
す
。」
と
い
う
助

言
を
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、「
小
倉
東
の
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
」
を
「
目
指
す
生
徒
像
」
を
踏
ま
え
土
台
と
な
る
部

分
か
ら
丁
寧
に
作
り
上
げ
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
し
た
。

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
作
成
に
関
す
る
取
組
と
し
て
は
、

○�

校
内
職
員
研
修
（
５
月
）
研
究
協
力
校
で
あ
る
北
筑

高
等
学
校
教
諭
に
よ
る
講
義
・
実
践
事
例
紹
介
と
演

習
○�

校
内
研
究
授
業
（
６
月
）
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
用
い
た

研
究
授
業

○�

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
作
成
に
向
け
た
「
柱
」
の
作
成

（
７
・
８
月
）

①
育
成
す
る
資
質
・
能
力
の
焦
点
化

初
年
度
に
生
徒
・
教
員
の
両
方
に
対
し
て
実
施
し

た
「
東
高
生
の
実
態
調
査
及
び
こ
れ
か
ら
の
東
高
生

像
」
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、
本
校
生
徒
に
は

「
主
体
性
」「
課
題
発
見
力
」「
発
信
力
」
の
３
つ
が

特
に
必
要
な
資
質
・
能
力
で
あ
る
と
い
う
結
果
が
得

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
資
質
・
能
力

の
育
成
を
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
作
成
の
柱
に
据
え
ま
し
た
。

②
各
教
科
に
お
け
る
行
動
に
置
換

ま
ず
校
内
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
ベ
ー
ス
イ

メ
ー
ジ
を
作
成
し
、
教
科
会
議
に
提
示
し
ま
し
た

（
図
：「
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
作
成
の
柱　

イ
メ
ー
ジ
」）。

次
に
教
科
会
議
で
は
そ
れ
ら
を
「
各
教
科
に
お
け
る

行
動
」
に
置
換
す
る
と
ど
う
い
っ
た
姿
に
な
る
の
か

を
協
議
し
、
そ
の
一
覧
（
表
：
国
語
科
の
「
メ
タ
・

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」（
同
教
科
内
で
の
科
目
・
単
元
を

越
え
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
））
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

③
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
の
導
入

各
教
科
で
、「
授
業
を
通
し
て
３
つ
の
資
質
・
能
力

特	集

育
成
す
る
資
質
・
能
力
を
焦
点
化
し
た
授
業
改
善

　
　
～
「
目
指
す
生
徒
像
」
に
基
づ
い
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
作
成
を
通
し
て
～

福
岡
県
立
小
倉
東
高
等
学
校　
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を
い
か
に
身
に
付
け
さ
せ
、
具
体
的
な
行
動
に
結
び

付
け
る
の
か
」
を
協
議
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
ア

ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
／
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題

を
取
り
入
れ
る
こ
と
と
評
価
方
法
を
確
立
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
共
通
理
解
し
ま
し
た
。

○
地
区
版
実
践
発
表
会
で
の
研
究
授
業
（
１2
月
）

研
究
授
業
の
科
目
の
単
元
（
又
は
本
時
）
の
指
導
目

標
と
し
て
「
メ
タ
・
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
の
中
か
ら
い
ず

れ
か
を
選
び
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課

題
を
取
り
入
れ
た
授
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

昨
年
度
の
成
果
と
し
て
は
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
作
成
に

取
り
組
ん
だ
こ
と
で
教
員
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
対
す
る

認
識
が
大
幅
に
高
ま
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
生
徒
自
身
の
意
識
に
関
し
て
は
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

に
は
「
課
題
発
見
力
」
と
「
発
信
力
」
に
つ
い
て
ポ
イ

ン
ト
の
増
加
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

２　

今
後
の
取
組
と
課
題

昨
年
度
作
成
し
た
「
メ
タ
・
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
を
踏

ま
え
て
、「
目
指
す
生
徒
」
の
育
成
に
つ
な
が
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
の
内
容
を
追
究
す
る
こ
と
と
、
そ

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
評
価
す
る
た
め
に
妥
当
性
と
信

頼
性
の
あ
る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
す
る
こ
と
に
重
点

を
置
い
て
い
ま
す
。

課
題
と
し
て
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
題
で
も
あ

る
、
生
徒
の
「
主
体
性
」
の
育
成
に
つ
い
て
、
授
業
だ

け
で
は
な
く
学
校
行
事
等
に
お
い
て
も
伸
ば
し
て
い
く

こ
と
を
よ
り
一
層
意
識
し
、
そ
の
手
立
て
を
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

お
わ
り
に

本
校
で
は
新
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
で

完
成
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
さ
ら
に
実

践
・
検
証
を
進
め
、
よ
り
良
い
指
導
と
評
価
の
在
り
方

を
追
究
し
て
い
き
ま
す
。
本
校
の
「
目
指
す
生
徒
」
を

育
成
し
て
い
く
こ
と
が
、
将
来
的
に
次
世
代
を
担
う
人

材
の
育
成
に
つ
な
が
り
、
同
時
に
生
徒
一
人
一
人
の
生

き
方
に
も
大
い
に
役
立
つ
と
信
じ
て
、
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

グラフ：生徒アンケート（H30,R2）

表：国語科の「メタ・ルーブリック」（具体的な行動を国語科における行動に置換したもの）

図：ルーブリック作成の柱　イメージ
「主体性」のある生徒は、 「課題発見力」のある生徒は、 「発信力のある生徒」は、

国語科 文章を読んだり、他者の意見を聞いた
りすることを通して、自分の思いや考
えを広げたり、深めたりしようとする。

言葉を通して他者や社会と関わり、物
事を自分の身近な問題としてとらえる
ことができる。

相手の理解が得られるように、目的や
場に応じて、文章の構成や展開を工夫
し、表現することができる。

課題発見力（H30） 課題発見力（R2）

発信力（H30） 発信力（R2）

5：8割以上できる

3：5～7割できる

1：3～4割できる

0：ほとんどできない
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特	集

「
運
動
」
を
通
し
た
鍛
ほ
め
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
最
終
報
告

体
育
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
・
体
育
研
究
所

は
じ
め
に

「『
運
動
』
を
通
し
た
鍛
ほ
め
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と

は
、「
鍛
ほ
め
福
岡
メ
ソ
ッ
ド
」
に
基
づ
い
た
「
運
動
」

の
実
践
を
通
し
て
、
子
ど
も
の
自
尊
感
情
や
学
ぶ
意
欲

等
を
高
め
、
体
力
と
学
力
の
向
上
を
目
指
す
こ
と
を
目

的
と
し
た
実
践
研
究
で
す
。

平
成
29
年
度
か
ら
令
和
元
年
度
ま
で
の
３
年
間
で
、

研
究
協
力
校
（
県
内
の
小
学
校
６
校
）
の
対
象
学
年
の

子
ど
も
に
よ
る
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
践
と
、
体
力
・

学
力
・
情
意
面
の
変
容
を
調
査
・
分
析
し
ま
し
た
。
今

回
は
、
最
終
報
告
で
す
。

１　

事
業
の
概
要

【
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
】

「
鍛
ほ
め
福
岡
メ
ソ
ッ
ド
」
に
お
け
る
３
つ
の
活
動

で
あ
る
「
目
標
設
定
の
活
動
」、「
挑
む
活
動
」、「
振
り

返
る
活
動
」
の
活
動
サ
イ
ク
ル
に
「
運
動
」
を
組
み
込

ん
で
「
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
し
て
い
ま
す
。

【
目
標
設
定
の
活
動
】

子
ど
も
は
、
ノ
ー
ト
に
、
走
る
ペ
ー
ス
に
関
す
る
こ

と
や
、
運
動
を
続
け
る
こ
と
に
関
す
る
こ
と
等
の
「
め

あ
て
」
を
記
入
し
ま
し
た
。

【
挑
む
活
動
】

子
ど
も
は
朝
、
週
に
３
回
以
上
、
適
度
な
強
度
（
ニ

コ
ニ
コ
ペ
ー
ス
：
運
動
時
に
「
楽
で
あ
る
」
と
感
じ
る

ペ
ー
ス
）
で
の
運
動
に
１0
分
間
挑
み
ま
し
た
。
運
動
内

容
は
運
動
生
理
学
・
心
理
学
等
を
専
門
と
す
る
学
識
者

の
協
力
を
得
て
開
発
し
ま
し
た
。
子
ど
も
が
「
運
動
は

き
つ
い
」
と
い
っ
た
感
情
を
持
た
な
い
よ
う
、
競
争
や

技
術
的
な
要
素
が
少
な
い
ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
中
心

に
取
り
組
ま
せ
ま
し
た
。

【
振
り
返
る
活
動
】

運
動
後
「
め
あ
て
」
を
達
成
で
き
た
か
、
運
動
後
の

脈
拍
数
、
ど
の
く
ら
い
の
「
き
つ
さ
」
だ
っ
た
か
等
に

つ
い
て
振
り
返
り
、
先
生
や
保
護
者
の
方
か
ら
コ
メ
ン

ト
を
も
ら
い
ま
し
た
。

期待される子どもの姿 

向上心、チャレンジ精神、 

勤勉性や困難に立ち向かう心 

集中力、学ぶ意欲、自尊感情 

などの資質等を身に付けた子ども 

体力向上（体力テスト平均点上昇）・学力向上（学力テスト平均点上昇） 

運動プログラムの提供  

指導検証・評価方法の提示 
検証・評価 

データの提出 

リリリサササーーーチチチグググルルルーーープププ   

① 子どもの学習に効果的な「運動プログラム」の企画・開発

② 体力向上と学力向上を定期的に検証・評価する調査方法の企画・開発

「「「『『『運運運動動動』』』ををを通通通しししたたた鍛鍛鍛ほほほめめめプププロロロジジジェェェクククトトト」」」推推推進進進委委委員員員会会会   

（（（事事事務務務局局局：：：体体体育育育研研研究究究所所所）））   

① リサーチグループが開発した「運動プログラム」、評価・検証方法の検討及び研究協力校への提供

② 「運動プログラム」実施における分析結果の考察

研研研   究究究   協協協   力力力   校校校   

運動プログラムの実践 

検証・評価（学習状況・学習への意識・体力等の変容を見取る調査等） 

「毎日、続けて運動しよう！」 
「次は○コースに挑戦してみよう！」 
「もっと、○ができようにしたいな」 

「みんなで一緒に運動をつづけるぞ！」 
「○コースで、ピタリ賞ペースで走ろ

う！」 

「毎日続けて、楽しくできた！」 
「前よりこれだけ伸びた！」 

担担担当当当者者者会会会   

「『運動』を通した鍛ほめプロジェクト」事業構想の具体的取組について 
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２　

子
ど
も
の
変
容

【
情
意
面
に
つ
い
て
】

情
意
面
に
つ
い

て
は
、
福
岡
県
教

育
委
員
会
が
作
成

し
た
「
児
童
生
徒

理
解
の
た
め
の
尺

度
調
査
ツ
ー
ル

（
Ｓ
Ｒ
Ｔ
）」
を
用

い
て
分
析
し
ま
し

た
。
Ｓ
Ｒ
Ｔ
と

は
、
子
ど
も
一
人

一
人
が
持
つ
「
自

尊
感
情
」、「
学
ぶ

意
欲
」
等
に
つ
い

て
、
26
の
質
問
項

目
で
測
定
す
る
も

の
で
す
。

分
析
の
結
果
、

「
自
尊
感
情
」、「
規
範
意
識
」、「
学
ぶ
意
欲
」、「
運
動
や

ス
ポ
ー
ツ
」、「
生
活
習
慣
」
５
項
目
全
て
に
お
い
て
向

上
し
ま
し
た
（
右
図
）。

【
体
力
に
つ
い
て
】　　
　

毎
年
、
各
学
校
で
実
施
し
て
い
る
新
体
力
テ
ス
ト
の

持
久
力
（
20
ｍ
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
）
の
Ｔ
ス
コ
ア
で
は
、

研
究
協
力
校
６
校
全
体
に
お
い
て
、
平
成
29
年
度
と
平

成
３0
年
度
の
間
に
明
確
な
伸
び
が
見
ら
れ
ま
し
た
（
中

段
右
図
）。
Ｔ
ス
コ
ア
と
は
偏
差
値
の
こ
と
で
、
全
国

平
均
値
が
50
、
標
準
偏
差
が
１0
の
正
規
分
布
に
近
似
す

る
よ
う
に
変
換
し
た
値
の
こ
と
で
す
。

【
学
力
に
つ
い
て
】

平
成
29
年
度
か

ら
平
成
３0
年
度
に

お
い
て
、
国
語
・

算
数
と
も
に
標
準

学
力
調
査
の
偏
差

値
が
向
上
し
ま
し

た
。
偏
差
値
が
国

語
に
お
い
て
は
約

１.8
、
算
数
に
お
い

て
は
約
2.6
向
上
し

ま
し
た
（
左
下

図
）。
標
準
学
力

調
査
と
は
、
全
国

で
実
施
さ
れ
て
い

る
相
対
評
価
に
基

づ
く
学
力
検
査
で

す
。
研
究
協
力
校

６
校
の
う
ち
、
５

校
が
実
施
し
ま
し

た
。（
残
り
の
１
校

は
、
絶
対
評
価
法

に
基
づ
く
標
準
学

力
検
査
の
た
め
偏

差
値
で
は
表
せ
ま

せ
ん
で
し
た
。）

算
数
に
お
い
て
、

一
回
目
の
学
力
調

査
を
も
と
に
、
学
力
上
位
層
（
偏
差
値
54
以
上
の
子
ど

も
）、
学
力
中
位
層
（
偏
差
値
46
以
上
54
未
満
の
子
ど

も
）、
学
力
低
位
層
（
偏
差
値
46
未
満
の
子
ど
も
）
に

分
類
し
、
偏
差
値
の
伸
び
を
分
析
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
学
力
中
位
層
の
偏
差
値
の
伸
び
が
約
１.３
だ
っ
た
の

に
対
し
、
学
力
低
位
層
の
偏
差
値
は
、
約
４
向
上
し
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
（
左
図
左
側
）。

さ
ら
に
、
学
力
低
位
層
を
［
Ⅰ
］
と
［
Ⅱ
］
に
分
け

る
と
、
低
位
層
［
Ⅰ
］
は
偏
差
値
が
約
１0
向
上
し
ま
し

た
（
左
図
右
側
）。
つ
ま
り
、
学
力
低
位
層
で
、
体
力
が

高
か
っ
た
（
高
く
な
っ
た
）
子
ど
も
の
学
力
が
明
確
に

伸
び
た
と
言
え
ま
す
。

お
わ
り
に

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
研
究
協
力
校
で
の
組
織

的
・
継
続
的
な
取
組
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
大
き
な

成
果
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
６
校
の
研
究
協
力
校
の
先

生
方
、
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

体
育
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
「『
運
動
』
を
通

し
た
鍛
ほ
め
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
践
報
告
書
」
を
公
開
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 低位層［Ⅰ］：３年間全国水準以上の体力だった子ども、もしくは、

１年目は低かったが、３年後に全国水準以上になった子ども。
低位層［Ⅱ］：３年間全国水準未満の体力だった子ども、もしくは、
１年目は高かったが、３年後に全国水準未満になった子ども。

体力（20mシャトルラン）

ＳＲＴの結果

標準学力調査偏差値

学力中位層・低位層の偏差値の伸び

＋1.3

＋4

＋10

＋1.3

40

42

44

46

48

50

52

54

国語 算数
Ｈ２９ Ｈ３０

＋1.8 ＋2.6
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は
じ
め
に

学
校
教
育
法
施
行
規
則
が
一
部
改
正
さ
れ
、
平
成
３0

年
４
月
１
日
か
ら
高
等
学
校
等
に
お
け
る
通
級
に
よ
る

指
導
が
制
度
化
さ
れ
ま
し
た
。
通
級
指
導
と
は
、
通
常

の
学
級
に
在
籍
し
て
い
る
比
較
的
軽
度
の
障
が
い
の
あ

る
子
供
が
、
ほ
と
ん
ど
の
授
業
を
通
常
の
学
級
で
受
け

な
が
ら
、
障
が
い
の
状
態
に
応
じ
た
特
別
の
指
導
を
特

別
の
場
（
通
級
指
導
教
室
）
で
受
け
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
そ
の
目
的
は
、
通
級
指
導
に
よ
っ
て
障
が
い

に
よ
る
学
習
上
又
は
生
活
上
の
困
難
を
改
善
し
、
又
は

克
服
し
、
在
籍
す
る
学
級
で
指
導
の
成
果
を
発
揮
す
る

こ
と
に
あ
り
ま
す
。

平
成
2１
年
の
文
部
科
学
省
の
調
査
で
は
、
発
達
障
が

い
等
困
難
の
あ
る
生
徒
の
、
高
等
学
校
進
学
者
全
体
に

対
す
る
割
合
は
、
約
2
・
2
％
で
あ
り
、
高
等
学
校
に

お
け
る
特
別
支
援
教
育
の
一
層
の
充
実
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

１　

本
県
の
取
組

本
県
で
は
、
平
成
29
年
度
の
試
行
実
施
を
経
て
、
平

成
３0
年
度
か
ら
県
立
高
等
学
校
及
び
中
等
教
育
学
校
後

期
課
程
に
在
籍
す
る
生
徒
を
対
象
に
、
在
籍
す
る
高
等

学
校
等
（
以
下
「
在
籍
校
」
と
い
う
。）
で
の
教
育
活

動
に
加
え
て
、
拠
点
校
で
あ
る
ひ
び
き
高
等
学
校
、
博

多
青
松
高
等
学
校
、
明
善
高
等
学
校
、
嘉
穂
東
高
等
学

校
に
お
い
て
、
通
級
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
各
地
区

に
拠
点
校
を
１
校
ず
つ
設
置
す
る
こ
と
で
、
生
徒
が
よ

り
身
近
な
地
域
で
、
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

通
級
指
導
を
受
け
る
生
徒
は
、
原
則
と
し
て
週
１
回

1
0
0
分
間
、
拠
点
校
で
指
導
を
受
け
ま
す
。
指
導
の

時
間
は
、
在
籍
校
の
放
課
後
又
は
始
業
前
の
時
間
帯
で

す
（
図
１
参
照
）。

指
導
内
容
は
、
特
別
支
援
学
校
学
習
指
導
要
領
に
あ

る
「
自
立
活
動
」
に
相
当
す
る
も
の
と
し
、
各
教
科
の

学
習
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
た
め
の
補
充
指
導
は
行
い
ま

せ
ん
。「
自
立
活
動
」
と
は
、
将
来
の
自
立
を
目
指
し
、

障
が
い
に
よ
る
学
習
上
又
は
生
活
上
の
困
難
を
主
体
的

に
改
善
・
克
服
す
る
た
め
、
必
要
な
知
識
、
技
能
、
態

度
及
び
習
慣
を
養
う
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
集
団
へ
の
参
加
の
基
礎
に
関
す
る
こ
と
や
状

況
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
こ
と
等

を
個
別
に
指
導
す
る
も
の
で
す
。

な
お
、
拠
点
校
に
通
学
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
手

段
及
び
交
通
費
等
は
、
生
徒
及
び
保
護
者
に
お
い
て
用

意
し
、
負
担
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

２　

指
導
開
始
の
手
順

高
等
学
校
等
に
お
け
る
通
級
指
導
は
、
在
籍
校
に
お

い
て
、
生
徒
の
障
が
い
の
状
態
等
に
応
じ
た
適
切
な
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
拠
点
校
と
在
籍
校
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

１
年
生
に
つ
い
て
は
、
在
籍
校
で
の
生
活
に
慣
れ
る

こ
と
や
生
徒
の
実
態
把
握
の
た
め
、
在
籍
校
で
一
定
期

間
（
１
学
期
間
）、
最
大
限
の
支
援
を
受
け
、
そ
の
上

で
、
必
要
で
あ
れ
ば
２
学
期
か
ら
、
さ
ら
に
専
門
的
な

指
導
を
拠
点
校
で
受
け
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

実
際
の
指
導
に
至
る
流
れ
は
、
在
籍
校
を
通
じ
て
、

高
等
学
校
等
に
お
け
る
通
級
に
よ
る
指
導
に
つ
い
て�

特
別
支
援
教
育
課

特	集

図１�県立高校等における通級指導のイメージ図
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生
徒
及
び
保
護
者
に
案
内
文
書
を
配
布
し
、
指
導
を
受

け
る
こ
と
を
希
望
す
る
生
徒
は
、
在
籍
校
の
担
任
等
に

申
し
出
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
（
図
２
参
照
）。

ま
た
、
在
籍
校
で
の
支
援
を
よ
り
効
果
的
に
す
る
た

め
に
、
通
級
指
導
希
望
調
査
用
紙
に
本
人
・
保
護
者
の

思
い
等
を
生
徒
本
人
の
同
意
の
上
で
記
入
し
、
提
出
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

通
級
指
導
を
受
け
る
生
徒
数
は
、
平
成
３0
年
度
の
24

人
（
１2
校
）
か
ら
令
和
元
年
度
の
4３
人
（
１7
校
）
と

年
々
増
加
し
、
今
年
度
も
２
・
３
年
生
で
３4
人
（
１１

校
）
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
２
学
期
か

ら
は
１
年
生
も
加
え
て
指
導
し
て
い
く
予
定
で
す
。

３　

指
導
の
実
際

拠
点
校
に
お
い
て
は
、
個
別
指
導
を
中
心
に
行
っ
て

い
ま
す
が
、
指
導
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
グ
ル
ー
プ
指

導
を
行
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

具
体
的
な
指
導
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
対
人
関
係
な
ど
に
つ
い
て
専
門
性
の

あ
る
通
級
指
導
担
当
者
が
、
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に

応
じ
て
行
い
ま
す
（
資
料
１
参
照
）。

令
和
元
年
度
の
主
な
指
導
の
成
果
や
課
題
の
改
善
状

況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○�　

自
分
の
気
持
ち
を
友
人
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
一
緒
に
行
動
を
し
た
り
会

話
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。

○�　

物
事
に
対
す
る
考
え
方
が
以
前
よ
り
か
な
り
前
向

き
に
な
っ
て
い
る
。

○�　

不
安
や
悩
み
を
持
つ
後
輩
や
友
人
を
心
配
し
た

り
、
相
談
に
乗
っ
た
り
す
る
場
面
が
み
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

○�　

進
路
実
現
に
向
け
て
関
係
諸
機
関
と
連
携
し
、
進

路
実
現
に
至
っ
た
。

お
わ
り
に

高
等
学
校
等
に
お
け
る
通
級
指
導
は
試
行
か
ら
３
年

が
経
過
し
、
指
導
を
受
け
た
多
く
の
生
徒
が
高
校
を
卒

業
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
生

徒
の
進
路
実
現
に
向
け
て
、
生
徒
本
人
・
保
護
者
、
在

籍
校
、
拠
点
校
と
の
連
携
の
み
な
ら
ず
関
係
諸
機
関
と

の
連
携
が
不
可
欠
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
関
係
機
関
と
も
連
携
を
密
に
し
て
、
特
別

な
支
援
を
必
要
と
す
る
生
徒
が
よ
り
充
実
し
た
高
校
生

活
を
送
る
こ
と
で
自
分
に
自
信
を
持
ち
、
将
来
の
自
立

に
繋
げ
て
い
け
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
通
級
指
導
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

時間 学　習　内　容
10分 ●荷物を整理し、学習の準備をする。

・本時の予定を知り、見通しを立てる。
60分 ●スーパーの従業員同士のやりとりの例をもとにして、

　社会人としての望ましい態度を考える。【活動１】
・場面１：言い訳ばかりしている。
・場面２：同じミスを繰り返す。
・場面３：人によって態度が違う。
・場面４：うそをつく。
・場面５：一度の失敗でやめようとする。

15分 ●「職場での望ましい態度」、「職場でこのような人は
　困ります」をテーマに紙面にまとめる。【活動２】

15分 ●まとめと振り返りを行う。
・学習内容の理解度や学習に参加する姿勢を振り返る。
・振り返り用紙に感想を書く。

（例）目標：社会の一員としてマナーを守って適切に行動できる。

図２　通級指導開始等の手順（１年生）

資料１　拠点校での指導内容の例（100分間）

資料２　拠点校での指導場面
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は
じ
め
に

本
校
は
、
令
和
５
年
に
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
る

歴
史
と
伝
統
あ
る
高
校
で
す
。
こ
れ
ま
で
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
選
手
を
７
名
輩
出
し
、「
ス
ポ
ー
ツ
の
三
潴
」
と
し

て
全
国
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
ス
ポ
ー
ツ
文
化

コ
ー
ス
を
含
む
１
学
年
当
た
り
４
ク
ラ
ス
で
、
次
代
を

担
う
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
教
育
活
動
の
充
実
を

図
っ
て
い
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
情
報
化
の
急
速
な
進
展
な
ど
、
近

年
の
大
き
な
社
会
的
変
化
の
中
で
、
本
校
で
は
「
20
年

後
、
３0
年
後
の
豊
か
な
人
生
を
見
据
え
た
キ
ャ
リ
ア
教

育
」
に
取
り
組
み
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
が
求
め
て
い
る

総
合
的
な
人
間
力
の
向
上
を
目
指
し
た
教
育
活
動
の
一

つ
と
し
て
、
平
成
29
年
度
か
ら
「
三
潴
高
等
学
校
事
業

所
Ｃ
Ｍ
作
成
」
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
内
容
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
組
と
課
題

⑴
平
成
２９
年
度

自
ら
課
題
を
見
付
け
、
解
決
す
る
力
を
育
む
探
究
型

の
教
育
と
し
て
、
高
知
県
立
山
田
高
等
学
校
で
平
成
27

年
度
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
企
業
Ｃ
Ｍ
作
り
を
モ
デ
ル
に

活
動
計
画
を
立
て
ま
し
た
。
学
校
所
在
地
で
あ
る
久
留

米
市
城
島
町
の
事
業
所
長
や
会
社
関
係
者
、
小
中
高
等

学
校
長
で
構
成
さ
れ
る
「
城
島
ク
ラ
ブ
」
に
協
力
を
仰

ぎ
、
城
島
町
に
拠
点
を
置
く
企
業
３6
社
に
１
年
生
が
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
行
き
、
業
務
内
容
を
取
材
し
て
Ｃ

Ｍ
を
作
成
し
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
夏
季
休

業
中
に
２
日
間
ず
つ
、
１
５
０
余
名
全
員
が
行
い
ま
し

た
。
そ
の
事
前
準
備
と
し
て
、
久
留
米
大
学
経
済
学
部

教
授
・
伊
佐
淳
氏
に
よ
る
講
演
を
実
施
し
、
地
域
と
関

わ
る
こ
と
の
重
要
性
を
理
解
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｃ

Ｍ
作
り
の
た
め
の
基
本
的
考
え
方
や
技
能
に
つ
い
て
は

地
元
久
留
米
市
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
「
く
ー
み
ん
テ
レ

ビ
」
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
活
動
を
通
し
て
生
徒
は
地
域
と
自
分
の

つ
な
が
り
に
つ
い
て
意
識
を
高
め
、
ま
た
実
際
に
働
く

人
々
に
接
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
働
く
と
い
う
こ
と
」

を
よ
り
自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え
る
契
機
と
な
り
ま
し

た
。
完
成
し
た
Ｃ
Ｍ
は
事
業
所
を
招
い
て
発
表
会
で
披

露
し
ま
し
た
。
協
力
事
業
所
に
と
っ
て
も
活
動
を
通
し

て
活
力
が
得
ら
れ
た
と
い
う
実
感
と
と
も
に
、
地
域
活

性
化
に
つ
な
が
る
と
い
う
期
待
の
声
も
多
く
聞
か
れ
ま

し
た
。
こ
の
活
動
に
よ
り
本
校
は
平
成
29
年
度
「
福
岡

と
び
う
め
教
育
表
彰
（
キ
ャ
リ
ア
教
育
部
門
）」
優
秀

校
を
受
賞
し
ま
し
た
。

⑵
平
成
３０
年
度

前
年
度
の
活
動
の
反
省
を
踏
ま
え
て
、
平
成
３0
年
度

は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
時
期
を
夏
か
ら
冬
に
変
更
し

ま
し
た
。
協
力
事
業
所
は
３5
社
で
し
た
。
夏
は
各
部
活

動
の
公
式
戦
が
多
く
行
わ
れ
、
公
式
戦
を
優
先
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
た
め
で
す
。
そ
れ
に

よ
り
取
材
か
ら
時
間
を
置
か
ず
に
Ｃ
Ｍ
を
作
成
す
る
こ

学
校
と
地
域
の
つ
な
が
り
を
育
み
、

　
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
主
体
的
に
生
き
る
力
を
養
う
た
め
の
「
事
業
所
Ｃ
Ｍ
作
成
」

福
岡
県
立
三
潴
高
等
学
校　
　
　

県立学校の
特色ある取組
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と
が
で
き
、
良
い
内
容
の
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
前
年
度
ま
で
は
教
員
が
取
っ
て
い
た
ア

ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
を
班
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
た
生
徒
に

取
ら
せ
た
り
、
お
礼
状
を
生
徒
自
身
に
書
か
せ
た
り
す

る
こ
と
で
、
電
話
の
か
け
方
や
話
し
方
、
手
紙
の
書
き

方
な
ど
の
社
会
的
ス
キ
ル
を
磨
く
機
会
と
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
取
材
で
撮
影
し
た
画
像
を
学
校
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

で
一
括
管
理
す
る
よ
う
な
仕
組
み
を
整
え
、
情
報
リ
テ

ラ
シ
ー
や
情
報
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
よ
り
強
く
意
識
す
る

機
会
を
多
く
設
け
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
全
員
が
同
じ

内
容
で
活
動
に
取
り
組
ん
だ
昨
年
度
と
違
い
、
生
徒
そ

れ
ぞ
れ
が
持
つ
特
性
に
合
わ
せ
た
活
動
と
な
り
、
ま
た

特
に
意
欲
あ
る
生
徒
に
と
っ
て
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

育
成
す
る
活
動
と
も
な
り
ま
し
た
。

⑶
令
和
元
年
度

活
動
が
三
年
目
を
迎
え
、
協
力
企
業
の
負
担
と
、

夏
・
冬
い
ず
れ
の
期
間
に
お
い
て
も
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
日
程
を
押
さ
え
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
こ
と
を
踏

ま
え
、
取
材
と
Ｃ
Ｍ
作
成
の
み
に
絞
っ
て
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
協
力
事
業
所
は
３2
社
で
し
た
。
多
様
な
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
の
発
達
・
普
及
に
よ
り
、
生
徒

自
身
が
動
画
作
成
の
様
々
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て
い
る

こ
と
を
生
か
し
、
Ｃ
Ｍ
作
成
上
の
注
意
点
を
指
導
し
た

上
で
、
生
徒
個
人
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
い
、
生
徒

が
選
ん
だ
ソ
フ
ト
で
作
成
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
色
の

見
や
す
さ
や
言
葉
の
選
び
方
な
ど
、
教
員
に
よ
る
簡
単

な
指
導
は
行
い
ま
し
た
が
、
生
徒
が
自
分
た
ち
の
力
で

作
成
し
た
Ｃ
Ｍ
は
い
ず
れ
も
事
業
所
と
見
る
人
に
配
慮

さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

Ｃ
Ｍ
作
品
は
各
ク
ラ
ス

に
お
い
て
生
徒
同
士
で

発
表
と
評
価
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
Ｃ
Ｍ
作
成

活
動
を
通
し
て
、
生
徒

は
地
元
企
業
へ
の
理
解

を
深
め
、
自
分
に
も
Ｃ

Ｍ
が
作
れ
る
と
い
う
自

信
を
得
た
よ
う
で
す
。

ま
た
互
い
の
特
性
を
理

解
し
て
役
割
分
担
を
す

る
な
ど
、
協
働
す
る
姿

も
見
ら
れ
ま
し
た
。
Ｃ
Ｍ
作
品
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
し
、
各
事

業
所
に
お
礼
状
と
と
も
に
生
徒
が
渡
す
予
定
で
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
に
よ
る

学
校
の
臨
時
休
業
措
置
の
た
め
、
教
職
員
が
持
参
し
ま

し
た
。

お
わ
り
に

事
業
所
Ｃ
Ｍ
作
成
活
動
は
、
学
校
と
地
元
企
業
と
の

関
係
性
を
強
く
し
、
生
徒
の
実
際
の
姿
を
知
っ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
で
、
学
校
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
繋
が
っ

た
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
身
近
な
大
人
以
外
の
社
会

人
と
触
れ
合
う
こ
と
の
少
な
い
本
校
生
徒
に
、
社
会
体

験
を
積
ま
せ
る
良
い
機
会
で
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
ス
ポ
ー
ツ
に
も
重
き
を
置
い
て
い
る
本
校

に
と
っ
て
諸
大
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
の
兼
ね
合
い
が

難
し
く
、
ま
た
協
力
企
業
が
固
定
化
す
る
こ
と
で
内
容

の
マ
ン
ネ
リ
化
が
見
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
課
題
で
す
。

本
校
に
は
平
成
３0
年
度
か
ら
地
域
創
造
ク
ラ
ス
が
創
設

さ
れ
、
久
留
米
大
学
経
済
学
部
と
の
高
大
連
携
を
行
っ

て
い
ま
す
。
地
方
団
体
が
抱
え
る
問
題
の
理
解
や
そ
の

解
決
法
な
ど
を
深
く
学
ぶ
中
で
、
地
元
事
業
所
へ
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
取
材
を
行
う
こ
と
は
一
考
の
余
地

が
あ
り
ま
す
。

今
後
こ
の
活
動
の
実
績
を
生
か
し
、
次
代
を
担
う
人

材
育
成
を
目
指
し
た
学
校
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

ＣＭ作品を発表している生徒
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義
務
教
育
課

学
力
向
上
の
取
組
に
つ
い
て

１　

本
県
の
現
状
と
学
力
向
上
総
合
推
進
事
業

平
成
３１
年
度
（
令
和
元
年
度
）
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
の
結
果
を
標
準
化
得
点
で
み
る
と
、
小
学
校

は
、
平
成
３0
年
度
と
比
較
す
る
と
、
国
語
は
上
昇
し
、

算
数
は
同
様
で
し
た
。
調
査
開
始
年
度
（
平
成
１9
年

度
）
と
の
比
較
で
は
、
国
語
、
算
数
と
も
に
上
昇
し
、

両
教
科
の
平
均
は
、
調
査
開
始
以
来
の
最
高
値
で
し

た
。
中
学
校
は
、
平
成
３0
年
度
と
の
比
較
で
は
、
数
学

は
上
昇
、
調
査
開
始
年
度
と
の
比
較
に
お
い
て
も
、
数

学
は
上
昇
し
、
国
語
、
数
学
の
両
教
科
の
平
均
は
、
４

年
連
続
で
改
善
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
小
・
中
学
校
と
も
に
上
昇
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、
学
校
間
や
地
区
間
で
学
力
や
取
組
の
差
が

あ
る
こ
と
、
小
学
校
で
培
っ
た
学
力
を
、
中
学
校
で
十

分
に
伸
ば
せ
て
い
な
い
こ
と
が
課
題
と
し
て
あ
り
ま

す
。　こ

れ
ら
を
踏
ま
え
、
県
教
育
委
員
会
で
は
、「
学
力
向

上
総
合
推
進
事
業
」（
図
１
参
照
）
を
継
続
し
て
実
施

し
、
本
県
児
童
生
徒
の
確
か
な
学
力
の
育
成
に
取
り
組

み
ま
す
。
こ
の
事
業
は
「
市
町
村
教
育
委
員
会
支

援
」、「
学
校
・
教
員
支
援
」、「
学
校
、
家
庭
、
地
域
の

連
携
・
協
働
」
の
３
つ
を
柱
と
し
て
お
り
、
本
稿
で

は
、
義
務
教
育
課
が
支
援
す
る
２
つ
の
柱
の
事
業
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

２　

市
町
村
教
育
委
員
会
支
援

⑴　

学
力
調
査
の
実
施
・
活
用

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
と
福
岡
県
学
力
調
査

を
通
じ
て
、
各
市
町
村
教
育
委
員
会
と
各
学
校
が
、

教
育
施
策
及
び
教
育
の
成
果
と
課
題
を
把
握
し
、
意

図
的
・
計
画
的
な
教
育
指
導
の
充
実
や
学
習
状
況
の

改
善
に
役
立
て
ま
す
。

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
は
、
小
学
校
第
６
学

年
、
中
学
校
第
３
学
年
で
国
語
、
算
数
・
数
学
（
令

和
元
年
度
は
中
学
校
で
英
語
）
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
福
岡
県
学
力
調
査
は
、
小
学
校
第
５
学

年
、
中
学
校
第
１
・
２
学
年
で
国
語
、
算
数
・
数
学

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
結
果
を
併
せ
て
分
析
す
る
こ
と
で
、
小
５

か
ら
中
３
ま
で
切
れ
目
な
く
学
力
の
状
況
を
把
握
で

き
、児
童
生
徒
の
実
態
に
即
し
て
支
援
す
る
検
証
改
善

サ
イ
ク
ル
を
一
層
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
年
度
の
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
は
実
施
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
本
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
調

査
結
果
を
、
異
な
る
視
点
か
ら
分
析
し
、
こ
れ
ま
で

の
取
組
の
成
果
と
今
後
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
て
ま

い
り
ま
す
。

⑵　

学
力
向
上
推
進
委
員
会

市
町
村
教
育
委
員
会
教
育
長
及
び
教
育
事
務
所
の

所
長
等
を
委
員
と
し
た
「
学
力
向
上
推
進
委
員
会
」

を
設
置
し
ま
す
。
各
種
学
力
調
査
等
の
結
果
に
基
づ

く
教
育
事
務
所
管
内
及
び
市
町
村
の
課
題
の
分
析
や

学
力
向
上
支
援
チ
ー
ム
の
重
点
的
な
派
遣
な
ど
、
課

題
に
応
じ
た
改
善
の
取
組
を
統
一
的
に
推
進
し
ま
す
。

⑶　

学
力
向
上
推
進
強
化
市
町
村
の
指
定

学
力
向
上
に
向
け
て
特
に
支
援
が
必
要
と
認
め
ら

れ
る
市
町
村
を
学
力
向
上
推
進
強
化
市
町
村
（
以
下

「
強
化
市
町
村
」
と
い
う
。）
と
し
て
３
年
間
（
令
和

２
年
度
～
４
年
度
：
第
Ⅴ
期
）
指
定
し
、
次
の
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

ア�　

各
教
育
事
務
所
指
導
主
事
等
で
構
成
す
る
学
力

向
上
支
援
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
強
化
市
町
村
の
教

育
委
員
会
や
小
・
中
学
校
の
学
力
向
上
の
た
め
の

計
画
等
に
つ
い
て
指
導
・
支
援
を
行
い
ま
す
。

イ�　

強
化
市
町
村
が
行
う
教
員
の
指
導
力
向
上
の
研

修
、
家
庭
学
習
推
進
の
取
組
、
放
課
後
や
長
期
休

業
中
の
補
充
学
習
を
重
視
し
た
取
組
等
に
要
す
る

【図１　令和２年度学力向上総合推進事業】
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経
費
を
補
助
し
ま
す
。

⑷　

非
常
勤
講
師
の
派
遣

強
化
市
町
村
等
が
指
定
す
る
学
力
向
上
推
進
校
に

非
常
勤
講
師
を
派
遣
し
、
国
語
、
算
数
・
数
学
を
基

本
と
し
た
習
熟
度
別
指
導
等
の
取
組
を
支
援
し
ま

す
。　
　

ま
た
、
市
町
村
内
の
３
校
程
度
で
構
成
す
る
グ

ル
ー
プ
（
ク
ラ
ス
タ
ー
）
に
、
教
員
に
対
す
る
指

導
・
助
言
及
び
示
範
授
業
、
習
熟
度
別
指
導
等
に
よ

る
き
め
細
か
な
学
習
指
導
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し

た
非
常
勤
講
師
の
配
置
を
行
い
ま
す
。

⑸　

目
標
値
設
定

前
年
度
の
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
を

基
に
、
各
市
町
村
教
育
委
員
会
が
目
標
値
の
設
定
が

行
え
る
よ
う
目
標
値
設
定
の
意
義
や
設
定
の
手
順
を

示
し
た
資
料
を
配
布
し
ま
す
。

⑹　

小
中
連
携
し
た
取
組

次
の
取
組
を
通
じ
て
、
小
中
連
携
・
一
貫
教
育
を

一
層
推
し
進
め
ま
す
。

ア�　

「
福
岡
県
地
区
間
交
流
研
修
」
に
お
い
て
、
研

修
受
入
校
で
の
小
中
連
携
の
効
果
的
な
取
組
に
つ

い
て
参
観
し
た
り
、
そ
れ
を
基
に
し
た
協
議
を

行
っ
た
り
し
な
が
ら
、
全
県
的
に
９
年
間
を
見
据

え
た
取
組
の
意
識
付
け
を
図
り
ま
す
。

イ�　

各
学
校
の
「
学
力
向
上
プ
ラ
ン
」
に
、
小
・
中

学
校
９
年
間
を
見
通
し
た
小
中
合
同
の
研
修
会
等

を
、
年
間
３
回
程
度
位
置
付
け
、
教
員
の
意
識
・

指
導
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

⑺　

両
政
令
市
と
の
連
携
強
化

県
域
及
び
両
政
令
市
と
の
協
働
に
よ
る
「
福
岡
県

地
区
間
交
流
研
修
」
の
実
施
や
定
期
考
査
問
題
、
各

種
指
導
資
料
の
相
互
活
用
を
進
め
ま
す
。

３　

学
校
・
教
員
支
援

⑴　

基
礎
・
基
本
を
含
む
活
用
力
を
育
成
す
る
教
材
集

児
童
生
徒
に
学
習
習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ
る
と
と

も
に
、
基
礎
・
基
本
を
含
む
活
用
力
の
向
上
を
図
る

た
め
、
小
学
校
第
４
・
５
・
６
学
年
版
及
び
中
学
校

全
学
年
版
の
教
材
集
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
本
年
度

は
、
新
学
習
指
導
要
領
の
実
施
に
伴
い
、
内
容
と
構

成
等
を
改
訂
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
教
材
集
は

W
e
b
シ
ス
テ
ム
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
活
用
で

き
ま
す
。

　

ア　

教
科

　
　
　

国
語
、
算
数
・
数
学

イ　

内
容
と
構
成

　

•�

基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
を
活
用
す
る

力
を
育
成
す
る
教
材

　

•�

基
礎
・
基
本
の
定
着
を
図
る
教
材

ウ　

活
用
方
法

　
　
　

授
業
や
家
庭
学
習
等
で
繰
り
返
し
活
用

⑵　

基
礎
・
基
本
を
含
む
活
用
力
診
断
テ
ス
ト

本
年
度
も
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
」
と
し
て
実
施

し
ま
す
。
小
学
校
第
４
学
年
ま
で
に
身
に
付
け
た
学

力
の
定
着
状
況
の
把
握
・
分
析
を
通
し
て
、
学
習
指

導
の
改
善
や
児
童
の
学
力
補
充
が
的
確
に
行
え
る
よ

う
支
援
し
ま
す
。

ア　

教
科　

　
　
　

国
語
、
算
数

イ　

内
容

基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
の
定
着
や
思
考
力
、
判

断
力
、
表
現
力
等
の
育
成
状
況
を
診
断
す
る
問
題

ウ　

実
施
回
数
・
時
期

　
　

年
間
１
回
（
１2
月
予
定
）

⑶　

学
力
向
上
推
進
拠
点
校
指
定
事
業

　

教
科
や
学
年
の
連
携
を
深
め
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

編
成
・
実
施
す
る
組
織
体
制
や
人
材
育
成
の
在
り
方

を
研
究
す
る
た
め
、
学
力
向
上
推
進
拠
点
校
と
し
て

中
学
校
６
校
を
３
年
間
（
令
和
２
年
度
～
４
年
度
）

指
定
し
ま
す
。
指
定
校
に
は
、
次
に
掲
げ
る
支
援
を

行
い
ま
す
。

ア�　

各
学
校
の
教
育
課
題
に
対
応
し
た
学
力
向
上
の

取
組
が
で
き
る
よ
う
に
、
１
名
の
学
習
支
援
員
を

派
遣
し
ま
す
。

　

イ�　

学
力
向
上
の
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
や
検
証
改
善
サ
イ
ク
ル
の
確
立
等
、
実
践

研
究
に
要
す
る
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

⑷　
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
推
進
事
業

平
成
29
年
度
か
ら
の
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
」
授
業
実
践
講
座
の
成
果
を
受
け
、
令
和
元
年

度
か
ら
、
各
教
育
事
務
所
で
「
主
体
的
・
対
話
的
で

深
い
学
び
」
の
視
点
で
授
業
改
善
を
進
め
る
た
め
の

講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

⑸　

授
業
力
向
上
に
向
け
た
支
援

学
校
に
お
け
る
学
力
向
上
の
取
組
の
改
善
を
図
る

た
め
、
各
教
育
事
務
所
の
学
校
支
援
チ
ー
ム
に
よ
る

学
校
及
び
教
員
に
対
す
る
支
援
機
能
を
強
化
し
ま
す
。

ア�　

授
業
づ
く
り
支
援
チ
ー
ム

　

教
員
の
日
常
的
な
授
業
力
の
向
上
の
た
め
、
若

年
教
員
を
対
象
に
、
教
育
事
務
所
が
授
業
力
向
上

を
支
援
し
ま
す
。

イ　

学
力
向
上
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
チ
ー
ム�

校
長
等
を
対
象
に
、
教
育
事
務
所
、
市
町
村
教

育
委
員
会
が
学
校
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
の
改
善
を
支

援
し
ま
す
。

ウ�　

県
立
高
校
入
試
問
題
を
活
用
し
た
授
業
改
善
・

学
習
資
料

県
立
高
校
入
試
問
題
で
求
め
ら
れ
る
思
考
力
等

を
育
成
す
る
た
め
に
参
考
と
な
る
資
料
『
未
来
へ

の
架
け
橋
』
を
作
成
し
、
教
員
に
は
、
思
考
力
等

を
育
成
す
る
授
業
の
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
、
生
徒
に

は
、
対
す
る
学
習
の
振
り
返
り
の
た
め
の
支
援
を

し
ま
す
。

エ　

学
習
到
達
度
診
断
シ
ー
ト
（
算
数
・
数
学
）

各
単
元
に
お
け
る
児
童
生
徒
一
人
一
人
に
応
じ

た
つ
ま
ず
き
の
ポ
イ
ン
ト
を
き
め
細
か
く
把
握
で

き
る
学
習
到
達
度
診
断
シ
ー
ト
『
未
来
へ
の
一

歩
』
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
各
学
校
が
、
こ
の

シ
ー
ト
の
診
断
に
基
き
、
個
に
応
じ
た
指
導
や
授

業
計
画
等
を
行
い
、
効
果
的
な
学
習
活
動
が
展
開

で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

オ　

学
習
支
援
用
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ

児
童
生
徒
が
家
庭
に
お
い
て
主
体
的
に
学
習
す

る
こ
と
が
で
き
る
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
成
・
配

信
し
、
家
庭
学
習
の
充
実
を
支
援
し
ま
す
。

４　

終
わ
り
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

今
後
も
義
務
教
育
課
で
は
、
地
域
や
学
校
の
実
態
に

応
じ
た
支
援
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。
ま
た
、
本
年

は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
の
臨
時
休

業
が
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
よ
り
本
県
児
童
生
徒
の
学

習
支
援
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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義
務
教
育
課

今
日
的
な
教
育
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
た

　「
福
岡
県
重
点
課
題
研
究
指
定
・
委
嘱
事
業
」

１　

福
岡
県
重
点
課
題
研
究
指
定
・
委
嘱
事
業
の
目
的

本
事
業
は
、
今
日
的
な
教
育
諸
課
題
に
つ
い
て
実
践
的
に

研
究
し
、
そ
の
成
果
を
県
下
の
公
立
学
校
に
広
く
啓
発
・
普

及
す
る
こ
と
で
、
本
県
教
育
の
充
実
・
改
善
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

研
究
指
定
・
委
嘱
を
受
け
た
地
域
及
び
学
校
は
、
３
ヶ
年

に
わ
た
り
研
究
を
行
い
、
１
年
次
に
は
研
究
の
視
点
に
基
づ

く
研
究
構
想
の
構
築
及
び
実
践
、
２
年
次
に
は
課
題
解
決
に

向
け
て
の
実
践
及
び
中
間
報
告
会
、
３
年
次
に
は
研
究
の
成

果
を
総
括
し
た
研
究
発
表
会
を
行
い
ま
す
。

２　

研
究
指
定
・
委
嘱
３
年
次
の
研
究
概
要
と
研
究
発
表
会

本
年
度
３
年
次
を
迎
え
る
研
究
指
定
・
委
嘱
校
（
地
域
）

の
研
究
内
容
と
研
究
発
表
会
の
日
程
を
紹
介
し
ま
す
。

『
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
外
国
語
教
育
の
推
進
』

小
中
連
携
に
よ
る
外
国
語
教
育
の
推
進
体
制
を
構
築
し
、

新
学
習
指
導
要
領
に
応
じ
た
７
年
間
の
教
育
課
程
の
編
成
、

授
業
づ
く
り
、
評
価
の
在
り
方

に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
て
い
ま

す
。糸

島
市
教
育
委
員
会
で
は
、

波
多
江
小
学
校
・
怡
土
小
学

校
・
前
原
東
中
学
校
に
お
い

て
、
主
体
的
に
互
い
の
思
い
や

考
え
を
伝
え
合
う
児
童
生
徒
の

育
成
を
目
指
し
て
授
業
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
他
単
元
や
他
学
年
、
小
中

間
で
の
関
連
を
「
内
容
」「
活

動
」「
表
現
」
の
３
つ
の
視
点

で
整
理
し
た
年
間
指
導
計
画
の
作
成
、
子
ど
も
用
のCan-

Do

リ
ス
ト
の
作
成
と
活
用
、「Talk�Tim

e

」
を
位
置
付
け

た
課
題
解
決
型
の
単
元
構
成
に
よ
る
授
業
づ
く
り
を
、
小
中

で
連
携
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
「
環
境
づ
く
り
」
と

「
小
中
の
学
び
方
の
系
統
性
」
の
２
つ
の
視
点
か
ら
、
小
中

連
携
の
組
織
体
制
の
確
立
を
図
っ
て
い
ま
す
。

宮
若
市
教
育
委
員
会
で
は
、
宮
若
西
小
学
校
・
宮
若
西
中

学
校
に
お
い
て
、「
考
え
な
が
ら
話
す
」
児
童
生
徒
の
育
成

を
目
指
し
て
、
①
タ
ス
ク
を
設
定
し

た
単
元
構
成
の
工
夫
、
②
「Sm

all�

Talk

」
の
設
定
、
③
「
ス
タ
ー
ゲ
ッ

ト
シ
ー
ト
」
と
「Looking�Back�

Card
」
の
活
用
の
３
つ
の
視
点
で

授
業
づ
く
り
の
取
組
を
進
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、「
授
業
づ
く
り
部
」「
調

査
・
資
料
部
」「
環
境
部
」
の
３
つ

の
組
織
を
編
成
し
、
全
職
員
で
外
国

語
教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

【
研
究
発
表
会
の
期
日
】

　

糸
島
市
教
育
委
員
会　
　
　
　

11
月
２０
日
（
金
）

　

宮
若
市
教
育
委
員
会　
　
　
　

11
月
２7
日
（
金
）

『
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
に
向
け
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
確
立
』

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
に
向
け
た
授

業
改
善
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
教
育
課
程
を
軸
と

し
た
学
校
教
育
の
改
善
・
充
実
の
好
循
環
を
生
み
出
す
た
め

の
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
究
明
に
つ
い
て

研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

筑
前
町
教
育
委
員
会
で
は
、
三
輪
小
学
校
・
三
輪
中
学
校

に
お
い
て
、
育
成
を
目
指
す
児
童
生
徒
の
姿
を
全
教
職
員
で

共
有
し
、
小
・
中
学
校
共
通
の
４
つ
の
活
動
を
位
置
付
け
た

「
三
輪
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
を
基
に
し
て
、
授
業
改
善
の
取
組

を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
・

中
学
校
で
同
じ
枠
組
み
に
し
た
研

究
推
進
体
制
を
構
築
し
、
部
会
制

に
す
る
こ
と
で
、
全
職
員
が
役
割

意
識
を
も
ち
、
協
働
的
に
取
組
を

進
め
て
い
ま
す
。
研
究
の
立
案
か

ら
結
果
の
分
析
・
改
善
ま
で
の
検

証
改
善
を
小
中
連
携
で
行
う
こ
と

で
、
９
年
間
で
児
童
生
徒
を
育
て

る
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

み
や
こ
町
教
育
委
員
会
で
は
、
豊
津
小
学
校
・
豊
津
中
学

校
に
お
い
て
、「
授
業
改
善
」「
学
力
向
上
」「
学
年
・
学
級
経

営
改
善
」
を
共
通
の
目
標
と
し
、
連
携
し
て
主
体
的
・
対
話

的
で
深
い
学
び
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
授
業
づ
く

り
で
は
、
論
理
的
に
思
考
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
の

「
思
考
モ
デ
ル
」
を
使
っ
た
豊
津
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
基
づ
く

実
践
、
教
師
の
「
授
業
評
価
シ
ー

ト
」
と
子
ど
も
の
「
振
り
返
り

シ
ー
ト
」
を
比
較
し
改
善
に
つ
な

げ
る
授
業
検
討
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
研
究
推
進
体
制
と
し

て
小
・
中
合
同
の
３
部
会
を
組
織

し
た
こ
と
で
、
小
中
の
教
員
が
協

働
し
て
授
業
改
善
・
学
級
経
営
改

善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
研
究
発
表
会
の
期
日
】

　

筑
前
町
教
育
委
員
会　
　
　
　

1０
月
３０
日
（
金
）

　

み
や
こ
町
教
育
委
員
会　
　
　

11
月
1９
日
（
木
）

前原東中学校区外国語活動・外国語科年間指導計画

考えながら即興的に英語で伝え合う

小中合同研修会の様子思考モデルを活用している様子

小学校６年　配当時数７０時間 中学校１年　配当時数１４０時間

Unit 1 This is ME.

Unit 2 Welcome to Japan.
日本の文化

Unit 3 

Get Ready
コミュニケーション

を楽しもう

Lesson 2 My School
ＡＬＴの先生を案内しよう

This is a fox.

Lesson 1 I am Tanaka Kumi
田中久美です，よろしく

I am Tanaka Kumi.
【あいさつ】

人・もの紹介 スポーツ・文化の発信 生活の紹介
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『
共
生
社
会
に
生
き
る
力
を
育
成
す
る
学
び
の
連
続
性
の
あ

る
授
業
実
践
』

古
賀
特
別
支
援
学
校
で
は
、
小
・
中
・
高
等
部
を
通
し
て

各
教
科
等
の
系
統
性
を
確
保
す
る
こ
と
や
、
指
導
に
一
貫
性

を
も
た
せ
る
た
め
の
仕
組
み
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
児

童
生
徒
の
生
き
る
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
研
究

を
行
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
の
３
つ
の
柱

に
基
づ
い
て
、
実
態
を
整
理
し
た
り
、
目
標
・
内
容
を
設
定

し
た
り
、
評
価
を
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
学
習

指
導
案
等
の
様
式
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
で
、
各

教
科
等
の
系
統
性
を
確
保
し
た
授
業
の
実
施
や
評
価
・
改
善

の
充
実
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
考
え
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
た
め
に
、
学
校
全
体
で
児
童
生

徒
の
将
来
を
見
据
え
た
指
導
に
一
貫
性
を
も
た
せ
る
仕
組
み

を
整
備
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
授
業
の
評
価
を
学
校
教
育
目
標
等
に
反
映
さ
せ

る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
確
立
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
研
究
を
、
小
・
中
・
高
等
部
の
学
部
主
事
や
教

科
担
当
教
員
が
集
ま
っ
て
行
う
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
通
し
て
計

画
・
実
践
し
た
結
果
、
小
・
中
・
高
等
部
の
授
業
目
標
や
内

容
に
一
貫
性
を
も
た
せ
た
授
業
実
践
が
で
き
て
い
ま
す
。

本
研
究
を
通
し
て
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
の
３
つ

の
柱
を
、
単
元
の
中
で
軽
重
を
つ

け
な
が
ら
設
定
し
た
こ
と
で
、
ね

ら
い
を
焦
点
化
し
た
指
導
を
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
ま

た
、
小
・
中
・
高
等
部
の
連
携
が

こ
れ
ま
で
以
上
に
充
実
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
研
究
発
表
会
に
向
け

て
、
個
別
の
教
育
支
援
計
画
を
活

用
し
た
評
価
の
方
法
に
つ
い
て
整

理
し
て
い
き
ま
す
。

【
研
究
発
表
会
の
期
日
】

　

県
立
古
賀
特
別
支
援
学
校　
　

1０
月
２３
日
（
金
）

３　

研
究
指
定
・
委
嘱
２
年
次
の
中
間
報
告
会

研
究
指
定
・
委
嘱
が
２
年
次
に
な
る
研
究
指
定
・
委
嘱
校

（
地
域
）
で
は
、
主
に
同
一
教
育
事
務
所
管
内
の
学
校
や
地

域
を
対
象
と
し
た
中
間
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

４　

研
究
指
定
・
委
嘱
１
年
次
の
研
究
課
題

本
年
度
か
ら
令
和
４
年
度
ま
で
の
研
究
指
定
・
委
嘱
校

（
地
域
）
が
次
の
よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
。

『
学
び
の
個
別
最
適
化
を
実
現
す
る
教
育
活
動
』

児
童
生
徒
一
人
一
人
の
実
態
や
学
習
状
況
の
蓄
積
、
分

析
、
評
価
を
も
と
に
、
個
人
の
進
度
や
能
力
に
応
じ
た
学
び

の
場
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
資
質
・
能
力
の
効
果
的
な
育
成

に
資
す
る
教
育
活
動
の
在
り
方
を
究
明
し
ま
す
。

研
究
の
視
点
は
、「
資
質
・
能
力
を
効
果
的
に
育
成
す
る
た

め
の
個
人
カ
ル
テ
（
I
C
T
等
）
を
活
用
し
た
学
習
評
価
」

と
「
個
人
カ
ル
テ
（
I
C
T
等
）
に
基
づ
い
た
進
度
や
能

力
に
応
じ
た
授
業
改
善
」
と
「
個
人
カ
ル
テ
（
I
C
T
等
）

を
活
用
し
学
び
の
個
別
最
適
化
を
推
進
す
る
組
織
体
制
づ
く

り
」
で
す
。

東
峰
村
教
育
委
員
会
【
東
峰
中
学
校
、
東
峰
小
学
校
】

筑
後
市
教
育
委
員
会
【
松
原
小
学
校
】

『
学
校
に
お
け
る
食
育
の
推
進
』

児
童
生
徒
の
食
に
関
わ
る
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
た
め

の
、組
織
的
な
食
育
の
推
進
の
在
り
方
に
つ
い
て
究
明
し
ま
す
。

視
点
は
、「
栄
養
教
諭
を
中
心
に
、
全
職
員
が
連
携
・
協
働

し
た
食
育
の
推
進
体
制
づ
く
り
」
と
「
学
校
・
家
庭
・
地
域
が

連
携
し
た
食
育
に
関
す
る
取
組
の
推
進
」
と
「
組
織
的
・
計

画
的
に
食
育
を
推
進
す
る
た
め
の
全
体
計
画
づ
く
り
」
で
す
。

福
津
市
教
育
委
員
会　
　
　
　

【
神
興
小
学
校
】

上
毛
町
教
育
委
員
会　
　
　
　

【
南
吉
富
小
学
校
】

『
よ
り
よ
い
人
間
関
係
の
形
成
に
基
づ
く
学
び
に
向
か
う
集

団
づ
く
り
』

学
校
生
活
や
学
習
の
基
盤
と
な
る
、
よ
り
よ
い
人
間
関
係

を
育
み
、
学
び
に
向
か
う
集
団
づ
く
り
に
資
す
る
教
育
活
動

の
在
り
方
を
究
明
し
ま
す
。

視
点
は
、「
よ
り
よ
い
人
間
関
係
を
育
む
授
業
づ
く
り
」

と
「
学
び
に
向
か
う
集
団
づ
く
り
に
係
る
非
認
知
的
能
力
等

の
分
析
と
学
力
と
の
相
関
分
析
」
と
「
学
び
に
向
か
う
集
団

づ
く
り
に
向
け
た
推
進
体
制
の
整
備
」
で
す
。

鞍
手
町
教
育
委
員
会　

【
鞍
手
中
学
校
、
剣
南
小
学
校
、

　
　
　
　

剣
北
小
学
校
、
古
月
小
学
校
、
西
川
小
学
校
、

　
　
　
　

新
延
小
学
校
、
室
木
小
学
校
】

『
通
常
の
学
級
に
お
け
る
特
別
の
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童

生
徒
に
関
わ
る
教
員
の
指
導
力
向
上
を
目
指
し
た
支
援
体
制

整
備
』

通
常
の
学
級
に
お
け
る
特
別
の
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童

生
徒
に
対
し
て
、
全
て
の
教
員
が
適
切
な
指
導
や
必
要
な
支

援
を
行
う
た
め
の
、
指
定
地
域
に
お
け
る
自
治
体
全
体
の
人

材
育
成
シ
ス
テ
ム
や
主
体
的
・
自
立
的
な
校
内
体
制
構
築
の

在
り
方
を
究
明
し
ま
す
。

視
点
は
、「
指
定
地
域
に
お
け
る
戦
略
的
な
人
材
育
成
・
活
用

シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
と
「
通
常
の
学
級
に
お
け
る
特
別
支
援
教

育
の
育
成
指
標
を
活
用
し
た
実
践
的
指
導
力
の
育
成
」
で
す
。

宗
像
市
教
育
委
員
会　
　
　
　

【
赤
間
小
学
校
】

５　

重
点
課
題
研
究
指
定
・
委
嘱
事
業
の
成
果

福
岡
県
重
点
課
題
研
究
指
定
・
委
嘱
事
業
の
成
果
等
に
つ

い
て
は
、
義
務
教
育
課
の
各
種
資
料
の
ペ
ー
ジ

【http://gim
u.fku.ed.jp

】
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

学部間ミーティング

『
小
・
中
９
年
間
を
つ
な
い
で
取
り
組
む
学
力
向
上
』

　

直
方
市
教
育
委
員
会　
　
　
　
　

1０
月
２8
日
（
水
）

　

広
川
町
教
育
委
員
会　
　
　
　
　

11
月
５
日
（
木
）

『
社
会
の
創
り
手
を
育
む
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
』

　

須
恵
町
教
育
委
員
会　
　
　
　
　

11
月
11
日
（
水
）

　

吉
富
町
外
一
市
中
学
校
組
合
教
育
委
員
会

　

吉
富
町
教
育
委
員
会　
　
　
　
　

11
月
18
日
（
水
）

『
幼
・
保
・
小
・
中
の
主
体
的
な
学
び
を
つ
な
ぐ

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』

　

久
山
町
教
育
委
員
会　
　
　
　
　

1０
月
２９
日
（
木
）

　

桂
川
町
教
育
委
員
会　
　
　
　
　

11
月
1２
日
（
木
）
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特
別
支
援
教
育
課

子
ど
も
の
気
持
ち

～
福
岡
県
立
福
岡
特
別
支
援
学
校
～

「
夢
に
向
か
っ
て
、
今
で
き
る
こ
と
」

高
等
部
２
年　

前
濱　

蓮
星

　

僕
は
生
れ
付
き
脳
性
麻
痺
と
い
う
障
が
い
を
持
っ
て
い

ま
す
。
お
母
さ
ん
か
ら
聞
い
た
話
で
す
が
「
蓮
星
は
、
本

当
は
双
子
だ
っ
た
ん
だ
け
ど
マ
マ
の
お
腹
の
中
で
１
人
な

く
な
っ
た
ん
だ
よ
。
し
か
も
蓮
星
は
、
産
ま
れ
て
か
ら
半

年
ぐ
ら
い
入
院
し
て
た
よ
。
医
者
か
ら
は
、
３
日
生
き
た

ら
良
い
方
で
す
よ
。
て
言
わ
れ
た
。」
と
言
う
こ
と
で
し

た
。
そ
れ
を
聞
い
て
僕
は
人
の
何
倍
も
頑
張
ら
な
き
ゃ
い

け
な
い
。
奇
跡
の
男
だ
な
っ
て
思
い
ま
し
た
。

　

高
校
生
に
入
学
し
積
極
的
に
様
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
ま
す
。
生
徒
会
に
立
候
補
し
ま
し
た
が
、
落
選

し
ま
し
た
。
で
も
、
先
生
か
ら
エ
ー
ル
を
頂
き
「
再
び
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
か
ら
付
け
よ
う
。」
と
思
い
ま
し
た
。

　

将
来
の
夢
は
、
パ
ソ
コ
ン
関
係
の
仕
事
に
就
く
事
で

す
。
今
は
、
ワ
ー
プ
ロ
検
定
の
受
検
に
向
け
実
習
を
中
心

に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
パ
ソ
コ
ン
機
能
を
知
る
た

め
に
仕
組
み
を
覚
え
て
い
き
た
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
「
自
分
で
出
来
る
事
は
す
る
。
出
来
な
い

事
は
頼
む
。」
を
心
掛
け
て
い
き
た
い
で
す
。

　

今
ま
で
、
家
族
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
い
つ
か

恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

「
一
人
暮
ら
し
を
す
る
た
め
に
」

中
学
部
３
年　

溝
尻　

七
海

私
の
夢
は
、
将
来
一
人
暮
ら
し
を
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
身
の
周
り
の
こ
と
を
自
分
で
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
今
の
生
活
を
考
え
る
と
、
私
一
人
で
は

で
き
な
い
こ
と
が
、
４
つ
あ
り
ま
す
。
ま
ず
１
つ
目
は
、
段

差
や
階
段
を
一
人
で
上
が
る
こ
と
、
２
つ
目
は
、
キ
ッ
チ
ン

で
作
業
を
す
る
こ
と
、
３
つ
目
は
、
一
人
で
ト
イ
レ
に
行
く

こ
と
、
４
つ
目
は
、
自
分
で
布
団
を
敷
く
こ
と
で
す
。

宿
泊
学
習
で
、
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
に
あ
る
福
祉
用
具

展
示
室
と
、
あ
ん
し
ん
住
宅
を
見
学
し
、
実
際
に
体
験
す
る

こ
と
で
、
こ
の
４
つ
の
課
題
の
解
決
策
を
考
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

１
つ
目
の
段
差
の
問
題
は
、
段
差
解
消
機
や
段
差
解
消

ス
ロ
ー
プ
、
階
段
昇
降
機
で
解
消
で
き
そ
う
で
す
。
２
つ

目
の
キ
ッ
チ
ン
は
、
シ
ン
ク
を
低
く
し
、
下
を
く
り
ぬ
き
に

す
る
こ
と
で
、
車
椅
子
の
ま
ま
作
業
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
３
つ
目
の
ト
イ
レ
は
、
自
動
で
汚
物
処
理
が
で
き
、

部
屋
に
置
け
る
タ
イ
プ
の
も
の
が
便
利
で
す
。
４
つ
目
の

布
団
の
問
題
も
、
ベ
ッ
ド
ま
で
の
移
動
を
助
け
て
く
れ
る

「
愛
乗
く
ん
」
や
、
高
さ
・
角
度
が
変
え
ら
れ
る
電
動
ベ
ッ

ド
で
解
決
で
き
そ
う
で
す
。

こ
の
体
験
を
通
し
て
、
私
が
一
人
暮
ら
し
を
す
る
た
め

に
は
、
車
椅
子
の
ま
ま
移
動
で
き
る
広
さ
が
あ
り
、
使
い
や

す
い
高
さ
に
シ
ン
ク
や
家
具
が
あ
る
こ
と
が
条
件
だ
と
分

か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
段
差
を
解
消
す
る
た
め
の
施
設

が
整
え
ば
、
一
人
暮
ら
し
が
で
き
る
と
自
信
を
も
つ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分
で
で
き
る
こ
と
を
増
や
し

て
い
く
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

「
私
の
気
持
ち
」

小
学
部
６
年　

廣
田　

琉
花

最
近
、
コ
ロ
ナ
が
は
や
っ
て
い
る
か
ら
私
は
外
に
出
て

い
な
く
て
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
て
い
ま
す
。
妹
も
外
に
遊

び
に
行
け
な
い
の
で
、
パ
ワ
ー
が
あ
り
あ
ま
っ
て
い
ま

す
。
私
は
時
々
お
散
歩
を
し
た
い
で
す
。

４
月
な
の
に
、
ま
だ
新
し
い
担
任
の
先
生
と
友
達
に

あ
っ
て
い
な
く
て
、
さ
み
し
い
で
す
。
で
も
、
テ
レ
ビ
電
話

で
前
の
担
任
の
先
生
に
会
え
た
の
で
、
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
新
し
い
担
任
の
先
生
に
会
え
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

家
で
勉
強
を
し
た
り
、
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
し
て
い
ま

す
。
ゲ
ー
ム
は
楽
し
い
で
す
。

Ｕ
Ｓ
Ｊ
に
家
族
旅
行
で
行
く
は
ず
だ
っ
た
け
ど
、
え
ん

き
に
な
り
ま
し
た
。
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
け
ど
、
こ
れ
か
ら

Ｕ
Ｓ
Ｊ
で
何
を
す
る
の
か
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
よ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
Ｕ
Ｓ
Ｊ
に
行
っ
た
事
が
無
い
の

で
、
Ｕ
Ｓ
Ｊ
を
想
像
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
が
お
さ
ま
っ
て
、
学
校
と
放
課
後
デ
イ
に
早
く

行
き
た
い
で
す
。
学
校
に
行
っ
た
ら
、
一
年
生
に
自
分
か

ら
い
っ
ぱ
い
話
し
か
け
た
い
で
す
。
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児
童
生
徒
の
よ
さ
を
力
と
し
て
見
い
だ
し
、
自
立
と
社
会
参
加
を
促
す
教
育
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
の
取
組
を
と
お
し
て
―

福
岡
県
立
田
主
丸
特
別
支
援
学
校　
　
　

特色ある
学校教育活動

は
じ
め
に

本
校
は
、
福
岡
県
の
南
部
、
久
留
米
市
田
主
丸
町
に

位
置
し
、
昭
和
5３
年
に
「
福
岡
県
立
田
主
丸
養
護
学

校
」
と
し
て
開
校
し
ま
し
た
。

現
在
、
小
・
中
・
高
等
部
に
３9
名
（
４
月
１
日
現
在
）

の
児
童
・
生
徒
が
在
籍
し
「
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
よ

さ
を
力
と
し
て
見
い
だ
し
、
学
力
の
基
礎
・
基
本
と
社

会
性
の
基
本
を
身
に
つ
け
さ
せ
、
自
立
と
社
会
参
加
を

促
す
。」
と
い
う
教

育
目
標
の
も
と
、

様
々
な
教
育
活
動

に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

本
稿
で
は
特

に
、
昨
年
度
か
ら

行
っ
て
い
る
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
等
の
取

組
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
本
校
児
童
生
徒
の
自
立
と
社
会
参
加
を

促
す
た
め
に
、
教
育
課
程
に
基
づ
く
指
導
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

し
か
し
、
今
回
の
学
習
指
導
要
領
改
訂
を
踏
ま
え
、

よ
り
学
校
教
育
に
関
わ
る
様
々
な
取
組
を
、
教
育
課
程

を
中
心
に
据
え
な
が
ら
組
織
的
か
つ
計
画
的
に
実
施

し
、
教
育
活
動
の
質
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め

に
、
平
成
３１
年
度
よ
り
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

委
員
会
を
設
置
し
、
諸
々
の
課
題
に
つ
い
て
検
討
を
行

い
ま
し
た
。

ま
た
、
同
年
度
の
学
校
教
育
研
究
を
、
教
科
の
区
分

を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
編
成
と
し
、
学
習
指
導
要
領

で
示
さ
れ
て
い
る
目
標
及
び
内
容
の
３
つ
の
資
質
・
能

力
と
個
別
の
指
導
計
画
の
身
に
付
け
さ
せ
た
い
力
と
１

時
間
ご
と
の
指
導
の
ね
ら
い
の
関
連
性
を
整
理
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、そ
れ
を
元
に
指
導
実
践
を
行
い
ま
し
た
。

以
上
の
２
つ
の
取
組
を
関
連
付
け
な
が
ら
行
う
こ
と

で
、
学
習
指
導
要
領
や
教
育
課
程
を
意
識
し
つ
つ
日
々

の
教
育
活
動
を
行
い
、
そ
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
試
み

ま
し
た
。

１　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員
会
の
取
組　

本
委
員
会
は
、
従
来
あ
っ
た
教
育
課
程
検
討
委
員
会

（
教
頭
、
主
幹
教
諭
（
学
部
統
括
）、
小
学
部
主
事
、
中

学
部
主
事
、
高
等
部
主
事
、
企
画
部
長
（
教
務
主
任
）、

育
成
部
長
（
生
徒
指
導
主
事
）、
支
援
部
長
（
進
路
指

導
主
事
））
に
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
課
長
、
研
修
課
長
を
新

た
な
メ
ン
バ
ー
と
し
て
設
置
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
３0
年
度
に
は
、
設
置
に
先
立
ち
、
九
州

内
で
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
先
進
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
特
別
支
援
学
校
を
視
察
し
、
情
報
収
集
を

行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
委
員
会
の
取
組
の
方
向
性
を

「
①
こ
れ
ま
で
の
本
校
教
育
活
動
の
学
習
指
導
要
領
の

視
点
か
ら
の
整
理
」「
②
現
行
教
育
活
動
の
取
組
の
接

続
」
と
し
ま
し
た
。

ま
ず
①
に
つ
い
て
は
、
学
習
指
導
要
領
に
あ
る
「
何

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
」「
何
を
学
ぶ
か
」「
ど
の
よ

う
に
学
ぶ
か
」
の
３
つ
の
要
素
に
、
現
在
本
校
で
行
っ

て
い
る
教
育
活
動
等
を
入
れ
込
み
、
図
1
の
手
順
で
整

理
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
の
ど
の
部
分
を

校舎近景
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維
持
・
充
実
す
べ
き
か
、
ま
た
は
強
化
す
べ
き
か
を
協

議
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、「
何
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
か
」
の
部
分
で
、
学
校
教
育
目
標
、
学
部
教
育
目
標

等
を
受
け
て
、
本
校
と
し
て
在
籍
児
童
生
徒
に
身
に
付

け
さ
せ
た
い
力
の
検
討
の
必
要
性
が
意
見
と
し
て
上
が

り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
キ
ャ
リ
ア
教
育
課
が
進
路
の
手

引
き
に
掲
載
し
て
い
た
「
本
校
児
童
生
徒
に
身
に
付
け

さ
せ
た
い
力
」
を
再
整
理
し
、
新
た
に
３
つ
の
観
点
か

ら
本
校
児
童
生
徒
に
身
に
付
け
さ
せ
た
い
力
を
整
理
し

ま
し
た
（
表
１
）。
具
体
的
に
は
、
本
校
児
童
生
徒
に

身
に
付
け
さ
せ
た
い
力
を
「
自
分
の
身
体
や
心
を
理
解

し
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
力
」「
周
り
の
ひ
と
や
も
の
や

こ
と
に
関
わ
る
力
」「
自
立
や
社
会
参
加
す
る
力
」
の

３
つ
に
整
理
し
、
小
か
ら
高
等
部
へ
段
階
的
に
配
列
し

ま
し
た
。

続
い
て
②
の
視
点
か
ら
、
学
校
教
育
目
標
、
各
学
部
目

標
、
育
て
た
い
児
童
生
徒
像
等
を
一
覧
表
に
し
、
相
互
の

取
組
の
連
続
性
・
関
連
性
を
確
認
し
ま
し
た
（
表
２
）。

ま
た
、
目
標
等
を
３
つ
の
身
に
付
け
さ
せ
た
い
力
ご
と

に
色
分
け
を
し
、
目
標
等
と
身
に
付
け
さ
せ
た
い
力
と

の
関
係
を
整
理
し
ま
し
た
。

２　

学
校
教
育
研
究
の
取
組

先
述
し
た
よ
う
に
、
平
成
３１
年
度
は
、
学
校
教
育
研

究
の
テ
ー
マ
を
「
児
童
生
徒
の
将
来
の
自
立
や
社
会
参

加
に
向
け
た
学
習
指
導
の
あ
り
方
～
育
成
す
べ
き
資

質
・
能
力
の
三
つ
の
柱
や
身
に
付
け
さ
せ
た
い
力
と
の

関
連
付
け
を
通
し
て
～
」
と
し
ま
し
た
。

図１　本校の教育活動を整理する手順

表１　本校児童生徒に身に付けさせたい力一覧（一部）

表２　�学校教育目標、本校で身に付けさせたい力、学部教育目標、�
目指す児童生徒の姿等の関係を整理した表（一部）

目標等の文章を、３つの身に付け
させたい力ごとに色分けをした。
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具
体
的
に
は
、
授
業
を
構
想
す
る
際
に
図
２
の
①
の

箇
所
を
記
入
し
、
資
質
能
力
の
三
つ
の
柱
及
び
個
別
の

指
導
計
画
に
記
入
す
る
個
々
の
児
童
生
徒
の
身
に
付
け

さ
せ
た
い
力
の
観
点
か
ら
整
理
し
、
授
業
実
践
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
教
科
の
枠
を
中
心
と
し
て
分
け
た

研
究
グ
ル
ー
プ
で
の
協
議
で
、
図
２
の
②
の
箇
所
を
記

入
し
、
授
業
の
ね
ら
い
と
各
教
科
の
段
階
ご
と
の
目
標

と
を
照
ら
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
実
践
シ
ー
ト
の
協
議
に
お
い
て
各
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
児
童
生
徒
の
目
標
や
内
容
を
、
学
習
指
導
要

領
の
教
科
ご
と
に
目
標
を
小
学
部
１
段
階
か
ら
中
学
部

ま
で
貼
り
合
わ
せ
た
シ
ー
ト
（
図
３
）
中
の
該
当
部
分

の
目
標
を
塗
り
つ
ぶ
す
こ
と
で
、
そ
の
児
童
生
徒
の
教

科
の
目
標
系
列
で
の
学
び
の
段
階
や
、
そ
の
グ
ル
ー
プ

の
児
童
生
徒
の
学
び
の
状
況
を
把
握
し
ま
し
た
。

以
上
の
学
校
教
育
研
究
の
取
組
を
通
し
て
、

○�

学
習
指
導
要
領
の
内
容
に
つ
い
て
全
員
で
学
び
、
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

○�

個
別
の
指
導
計
画
、
授
業
実
践
、
学
習
指
導
要
領
と

の
繋
が
り
や
関
連
に
つ
い
て
整
理
で
き
た
。

○�

自
立
活
動
と
し
て
指
導
し
て
い
る
内
容
の
う
ち
、
教

科
の
目
標
・
内
容
に
繋
が
る
部
分
が
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。

○�

自
立
活
動
と
し
て
指
導
す
る
内
容
の
中
に
は
、
教
科

の
目
標
・
内
容
と
関
連
付
け
る
こ
と
が
難
し
い
も
の

や
、
関
連
は
し
て
い
る
が
教
科
と
し
て
評
価
す
る
こ

と
が
難
し
い
も
の
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

○�

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
か
ら
、
今
年

度
の
研
究
で
は
、
図
１
の
ど
の
部
分
の
整
理
を
行
う

こ
と
が
で
き
た
の
か
を
、
全
体
で
確
認
で
き
た
。

等
の
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お
わ
り
に

本
校
で
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
２
つ
の
取
組
及

び
そ
の
関
連
付
け
を
通
し
て
、
学
習
指
導
要
領
の
観
点

に
基
づ
く
児
童
生
徒
の
実
態
把
握
・
目
標
設
定
及
び
指

導
実
践
の
さ
ら
な
る
充
実
の
端
緒
を
つ
か
む
こ
と
が
で

き
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
学
校
教
育
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
教
育

方
針
に
あ
る
「
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
よ
さ
を
力
と
し

て
見
い
だ
し
」
な
が
ら
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
さ
ら
な
る
充
実
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
そ
れ
に
連
動
し
て
、
自
立
と
社
会
参
加
を

促
す
教
育
活
動
の
発
展
・
深
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

記入者（　　　　　　　　　　　　　）
対象児／生徒　（　　　部　　　　類型　　　　年　　　　　　　　）

本時の目標 単元目標 身につけさせたい力
（個別の指導計画　実態表より）

教科の段階ごとの目標
（学習指導要領より）

知識及び技能（ア）
育成すべき資質・能力の三つの柱

思考力、判断力、表現力等（イ）
学びに向かう力、人間性等（ウ）

① ②

図２　実践シート

図３　目標・内容の一覧（学習指導要領解説から）

該当する目標に色をつけ、
学びの段階等を明らかにする。
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は
じ
め
に

福
岡
県
教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
本
県
の
教
育
大
綱
及

び
学
校
教
育
振
興
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
学
校
教
育
の
目

標
達
成
の
た
め
、
各
学
校
等
が
社
会
の
変
化
や
子
供
、

学
校
、
地
域
等
の
実
態
に
応
じ
、
特
色
を
生
か
し
た
教

育
活
動
を
自
律
的
に
創
造
・
推
進
で
き
る
よ
う
、
各
事

業
を
企
画
・
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
事

業
の
中
か
ら
、「
支
援
事
業
」
に
つ
い
て
御
紹
介
し
ま

す
。

１　

支
援
事
業
の
目
的

本
事
業
は
、「
学
校
等
に
よ
る
、
教
育
・
経
営
の
課
題

に
応
じ
た
自
律
的
で
主
体
性
の
あ
る
研
修
や
研
究
の
企

画
・
運
営
」
及
び
「
教
職
員
に
よ
る
積
極
的
な
授
業
改

善
や
研
修
・
研
究
」
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
、
様
々
な
教

育
資
料
を
収
集
・
提
供
す
る
と
と
も
に
、
最
新
の
教
育

情
報
を
発
信
し
、
教
育
セ
ン
タ
ー
の
教
育
資
源
を
生
か

し
た
支
援
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

２　

支
援
事
業
の
内
容

本
事
業
の
具
体
的
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

こ
の
中
か
ら
、
令
和
元
年
度
か
ら
充
実
、
改
善
を

図
っ
て
き
た
、
教
育
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
「
サ

ポ
ー
ト
・
シ
リ
ー
ズ
」
に
つ
い
て
御
紹
介
し
ま
す
。

３　

教
育
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

教
育
セ
ン
タ
ー
の
紹
介
や
研
修
・
研
究
等
の
情
報
発

信
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
各
相
談
事
業
の
窓
口
と
も

な
っ
て
い
ま
す
。
関
係
機
関
の
様
々
な
情
報
も
御
覧
い

た
だ
け
ま
す
。
さ
ら
に
、
昨
年
度
は
県
立
図
書
館
や
福

岡
管
区
気
象
台
の
リ
ン
ク
を
設
定
す
る
等
、
教
育
情
報

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
を
目
指

し
、
改
善
を
重
ね
て
い
ま
す
。

「
ふ
く
お
か
学
び
の
応
援
サ
イ
ト
」
の
御
紹
介

今
年
４
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連
し
た
感

染
症
対
策
に
よ
る
臨
時
休
業
中
の
子
供
た
ち
の
学
習
を

支
援
す
る
た
め
、「
ふ
く
お
か
学
び
の
応
援
サ
イ
ト
」

を
開
設
し
ま
し
た
。
既
設
の
「
学
習
支
援
サ
イ
ト
の
紹

介
」
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、「
学
び
の
資
料
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
」
の
サ
イ
ト
に
は
、
当
教
育
セ
ン
タ
ー
が
作
成

し
た
学
び
の
資
料
や
動
画
等
、
子
供
た
ち
だ
け
で
な
く

先
生
方
や
保
護
者
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
コ
ン
テ

ン
ツ
も
多
数
配
信
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
教
育
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
積
極
的
に
御

活
用
く
だ
さ
い
。

４　
「
サ
ポ
ー
ト
・
シ
リ
ー
ズ
」
と
は

学
校
等
の
自
律
的
・
主
体
的
な

研
修
・
研
究
を
支
援
す
る
た
め
、

各
テ
ー
マ
の
研
修
内
容
等
を
パ
ッ

ケ
ー
ジ
化
し
た
も
の
で
す
。
ス
ラ

イ
ド
や
読
み
原
稿
を
そ
の
ま
ま
研

修
等
に
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

現
在
、
27
本
を
配
信
中
で
す
。
ぜ

ひ
御
活
用
く
だ
さ
い
。

福
岡
県
教
育
セ
ン
タ
ー

学
校
や
教
職
員
等
へ
の
支
援
事
業
に
つ
い
て

■�

タ
イ
ム
リ
ー
な
教
育
情
報
の
発
信

❖
教
育
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

❖
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
・
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
配
信

■�

す
ぐ
に
役
立
つ
教
育
情
報
の
提
供

❖
「
サ
ポ
ー
ト
・
シ
リ
ー
ズ
」

❖
学
習
指
導
案
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

❖
最
新
の
教
育
資
料
や
教
育
情
報
等

■�

派
遣
・
相
談
等
に
よ
る
直
接
的
な
支
援

❖「
ど
こ
で
も
セ
ミ
ナ
ー
」

❖「
派
遣
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」

❖「
学
習
支
援
な
ん
で
も
相
談
室
」

20



５　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
支
援
事
業
の
詳
細

❶	

ふ
く
お
か
学
び
の
応
援
サ
イ
ト
【
情
報
提
供
】

臨
時
休
業
中
は
も
ち
ろ
ん
、
普
段
の
生
活
に
お
け
る
子

供
の
家
庭
学
習
に
、
先
生
方
の
指
導
に
、
保
護
者
の
皆
様

の
ニ
ー
ズ
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
る
コ
ン
テ
ン
ツ
や
サ
イ

ト
を
多
数
配
信
し
て
い
ま
す
。

❷	

ど
こ
で
も
セ
ミ
ナ
ー
８
講
座
【
派
遣
事
業
】

授
業
づ
く
り
や
教
育
課
題
の
解
決
に
向
け
て
先
生
方

を
支
援
す
る
た
め
の
出
前
講
座
で
す
。

講
座
内
容　

•�

人
権
教
育
、
生
徒
指
導
、
情
報
教
育
、

特
別
支
援
教
育
等
に
関
す
る
も
の　
　

　
　
　
　
　

•
Ｉ
Ｃ
Ｔ
･
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育　

等

申
込
方
法
▼
▼�

講
座
メ
ニ
ュ
ー
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
の
上
、
お
電
話
く
だ
さ
い
。

❸	

派
遣
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
【
派
遣
事
業
】

学
校
の
教
育
活
動
の
改
善
と
充
実
を
目
的
と
し
、県
立

学
校
や
教
育
研
究
所
等
が
主
催
す
る
研
修
会
に
、
教
育

セ
ン
タ
ー
の
指
導
主
事
が
出
向
い
て
支
援
し
ま
す
。

申
込
方
法
▼
▼�

実
施
日
や
内
容
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
電

話
に
て
御
相
談
く
だ
さ
い
。

❹	

サ
ポ
ー
ト
・
シ
リ
ー
ズ
【
情
報
提
供
】

次
の
カ
テ
ゴ
リ
に
属
す
る
、
す
ぐ
に
使
え
る
資
料
の
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
や
動
画
視
聴
が
で
き
ま
す
。

　
　
「
実
践
授
業
」
―�

授
業
づ
く
り
の
参
考
に

　
　
「
校
内
研
修
」
―�

学
校
等
の
研
修
・
研
究
に

　
　
「
学
校
経
営
」
―�

学
校
経
営
・
運
営
に

教
育
セ
ン
タ
ー
作
成
の
27
本
の
ほ
か
、
他
の
教
育
機
関

が
作
成
し
た
資
料
も
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

❺	

教
育
相
談
【
教
育
相
談
】

学
校
や
地
域
、保
護
者
等
の
個
別
の
教
育
課
題
に
応
じ

た
相
談
事
業
で
す
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

［
教
育
相
談
］�

・
生
徒
指
導
や
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
こ
と

「
学
校
支
援
な
ん
で
も
相
談
室
」

・
授
業
づ
く
り
等
、
教
育
活
動
全
般
に
関
す
る
こ
と

・
書
籍
や
資
料
、
講
師
や
教
育
関
係
機
関
の
紹
介　

等

相
談
方
法
▼
▼�

電
話
や
来
所
（
要
予
約
）
の
ほ
か
、

メ
ー
ル
で
の
相
談
も
可
能
で
す
。

❻
❼		

教
育
セ
ン
タ
ー
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
【
情
報
発
信
】

最
新
の
教
育
情
報
等
、
先
生
方
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
記

事
を
毎
月
配
信
し
ま
す
。
配
信
先
は
県
立
学
校
、
教
育

事
務
所
、
市
町
村
教
育
委
員
会
等
で
す
が
、
教
育
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ま

た
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
単
独
で
の
配
信
も
タ
イ
ム
リ
ー
に

行
い
ま
す
。

❽	

指
導
案
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
【
情
報
提
供
】

県
内
か
ら
集
め
た
２
４
０
０
本
以
上
の
学
習
指
導
案

を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
お
り
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
検
索

が
で
き
ま
す
。

❾
�
最
新
の
教
育
資
料
・
教
育
情
報
【
情
報
提
供
】

全
国
研
究
紀
要
・
論
文
・
書
籍
や
特
色
あ
る
教
育
指
導

計
画
を
検
索
、
閲
覧
で
き
ま
す
。
教
育
セ
ン
タ
ー
資
料
室

に
常
設
展
示
も
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、支
援
事
業
を
は
じ
め
各
種
事
業
の
更
な
る

充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
教
育
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
積
極
的
に
御
活
用
く
だ
さ
い
。

▶❼

▶❶

▶❷

▶❻

▶❸

▶❽

▶❹

▶❾

▶❺

▶�
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福
岡
県
教
育
庁
教
育
総
務
部
文
化
財
保
護
課
及
び
九

州
歴
史
資
料
館
で
は
、
平
成
29
年
７
月
に
起
こ
っ
た
九

州
北
部
豪
雨
の
災
害
復
旧
工
事
等
に
伴
う
発
掘
調
査
を

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
平
成
３0
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
ま
す
。

災
害
復
旧
事
業
も
本
格
化
し
、
各
箇
所
で
の
復
旧
や

整
備
が
順
次
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
発
掘
調
査
は
被
災
し

た
河
川
の
復
旧
や
今
後
の
災
害
防
止
の
た
め
に
行
わ
れ

る
工
事
に
よ
り
影
響
を
受
け
る
文
化
財
に
対
し
て
、
関

係
機
関
と
随
時
協
議
を
行
い
、
止
む
を
得
ず
消
滅
す
る

遺
跡
に
つ
い
て
は
記
録
保
存
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
３0
年
度
に
東
峰
村
村
営
住
宅
建
設
に
係
る
発
掘

調
査
を
端
緒
と
し
、
令
和
元
年
度
か
ら
は
文
化
財
専
門

の
技
術
職
員
１
名
を
朝
倉
市
に
派
遣
し
て
朝
倉
市
の
事

業
と
し
て
実
施
す
る
発
掘
調
査
に
従
事
し
て
い
る
ほ

か
、
国
が
実
施
す
る
事
業
の
受
託
、
県
事
業
の
執
行
委

任
を
受
け
、
県
の
直
営
事
業
と
し
て
も
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
に
は
朝
倉
市
内
で
砂
防
ダ
ム

建
設
に
係
る
調
査
を
３
か
所
、
河
川
復
旧
・
改
修
に
係

る
調
査
を
２
か
所
、
治
山
事
業
に
係
る
調
査
を
１
か
所

の
計
６
か
所
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

中
で
も
、
県
営
砂
防
ダ
ム
建
設
に
係
る
調
査
の
内
、

馬
場
谷
川
で
の
砂
防
ダ
ム
建
設
で
は
、
中
世
黒
川
院
に

関
係
す
る
と
み
ら
れ
る
遺
跡
と
そ
れ
に
伴
う
多
く
の
出

土
遺
物
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
遺
跡
に
つ
い
て
は
中
心

と
な
る
施
設
の
縁
辺
部
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
小
規
模

の
建
物
跡
が
い
く
つ
か
確
認
さ
れ
た
も
の
の
、
出
土
遺

物
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
古

刹
・
南
淋
寺
に
お
い
て
も
、
歴
代
住
職
が
葬
ら
れ
た
墓

跡
の
調
査
を
実
施
し
、
多
く
の
知
見
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
遺
跡
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
報

告
書
作
成
の
た
め
現
在
整
理
を
行
っ
て
い
る
所
で
す

が
、
現
時
点
で
判
明
し
て
い
る
成
果
に
つ
い
て
ご
報
告

し
ま
す
。

○
黒
川
院
跡
（
黒
川
院
関
連
遺
跡
群
２９
次
調
査
）

調
査
地
周
辺
は
南
北
朝
期
か
ら
江
戸
時
代
初
期
ま
で

彦
山
座
主
が
代
々
居
住
し
た
「
黒
川
院
」
跡
と
伝
わ
る

場
所
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
に
朝
倉
市
教
育
委
員
会
で

27
次
に
わ
た
る
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

黒
川
院
の
中
心
建
物
が
あ
る
「
オ
タ
テ
地
区
」「
オ
シ

九
州
北
部
豪
雨
災
害
復
旧
に
係
る
埋
蔵
文
化
財
調
査
に
つ
い
て

九
州
歴
史
資
料
館

写真１：黒川院跡発掘調査現場遠景
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タ
ン
ヤ
シ
キ
地
区
」
で
は
複
数
時
期
に
わ
た
る
建
物
跡

と
多
量
の
遺
物
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
調
査
地

点
は
「
オ
シ
タ
ン
ヤ
シ
キ
地
区
」
に
接
し
て
お
り
、
こ

れ
に
関
係
す
る
遺
構
と
遺
物
の
存
在
が
想
定
さ
れ
ま
し

た
。発

掘
調
査
の
結
果
、
掘
立
建
物
跡
や
柵
の
跡
と
考
え

ら
れ
る
柱
穴
や
溝
な
ど
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
溝
は

L
字
形
に
屈
曲
し
て
お
り
、
建
物
を
囲
む
よ
う
な
区
画

溝
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
多
数
の
出
土
遺
物
が
あ
り
ま
し
た
。
中
で
も

当
時
の
中
国
・
龍
泉
系
窯
で
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

青
磁
の
優
品
が
出
土
し
ま
し
た
。
特
に
「
酒
会
壺
」

（
写
真
２
）
と
呼
ば
れ
る
壺
は
国
内
で
の
出
土
例
が
少

な
く
、
極
め
て
貴
重
な
資
料
で
す
。
他
に
も
多
数
の
輸

入
陶
磁
器
片
が
出
土
し
て
お
り
、
出
土
遺
物
か
ら
も
黒

川
院
の
重
要
性
が
裏
付
け
ら
れ
ま
す
。

○
南
淋
寺

南
淋
寺
は
、
創
建
が
平
安
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
と
伝

え
ら
れ
る
朝
倉
地
域
随
一
の
古
刹
で
、
現
在
の
場
所
に

は
室
町
時
代
に
移
転
し
た
と
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
開
基
は
最
澄
（
伝
教
大
師
）
と
さ
れ
、
本
尊
の
薬

師
如
来
坐
像
は
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
当
初
は
天
台
宗
で
し
た
が
、
中
世
に
曹
洞
宗
へ
改

宗
し
、
近
世
に
は
真
言
宗
へ
と
改
宗
を
し
て
今
に
至
っ

て
い
ま
す
。

今
回
は
、
砂
防
ダ
ム
建
設
に
関
連
す
る
工
事
の
た
め

失
わ
れ
る
、
近
世
か
ら
明
治
時
代
の
、
主
に
真
言
宗
に

改
宗
し
て
か
ら
の
歴
代
住
職
を
葬
っ
た
墓
地
群
を
調
査

し
ま
し
た
。
埋
葬
方
法
に
は
火
葬
と
土
葬
の
両
方
が
あ

り
、
１
つ
の
墓
に
複
数
の
埋
葬
が
さ
れ
る
例
が
あ
る
一

方
で
地
下
の
埋
葬
を
行
わ
な
い
、
供
養
塔
的
な
構
造
を

持
つ
遺
構
も
あ
り
ま
し
た
。
な
お
、
墓
石
の
内
の
一
部

は
移
築
し
保
存
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

発
掘
調
査
に
お
い
て
得
ら
れ
た
成
果
に
つ
い
て
は
、

調
査
報
告
書
を
刊
行
し
て
広
く
公
開
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
令
和
元
年
度
に
は
、
東
峰
村
村
営
住
宅
建
設
事

業
の
調
査
成
果
報
告
書
を
刊
行
し
ま
し
た
。
令
和
２
年

度
に
は
朝
倉
市
内
で
実
施
し
た
５
遺
跡
の
調
査
成
果
を

報
告
書
と
し
て
ま
と
め
、
刊
行
す
る
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。

引
き
続
き
関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
災

害
復
旧
に
係
る
調
査
を
行
い
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い

復
興
に
向
け
た
お
手
伝
い
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

写真２：黒川院跡出土青磁（左上・下が酒会壺）

写真３：南淋寺Ⅱ区全景
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令
和
元
年
度
　
主
催
事
業
　

空
・
山
・
海
ふ
く
お
か
地
球
環
境
応
援
隊

福
岡
県
立
少
年
自
然
の
家
「
玄
海
の
家
」

教育施設からの	
事業だより

は
じ
め
に

　

近
年
、
豪
雨
災
害
や
熱
中
症
の
増
加
な
ど
地
球
温
暖

化
に
よ
る
影
響
が
県
内
で
も
す
で
に
現
れ
始
め
て
お

り
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
関
心
も
高
ま
っ
て
き
て
い
ま

す
。
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出

量
に
つ
い
て
は
、
福
岡
県
内
で
は
、
生
活
に
関
連
深
い

家
庭
・
事
業
所
や
、
自
動
車
等
か
ら
の
排
出
が
全
体
の

４
割
強
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
地
球
温
暖
化

を
は
じ
め
と
す
る
環
境
問
題
は
、
日
常
生
活
に
起
因
し

て
い
る
た
め
、
そ
の
解
決
の
た
め
に
は
、
子
ど
も
た
ち

が
環
境
保
全
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
増
や
し
、
子
ど
も

を
通
じ
て
家
庭
に
お
い
て
も
環
境
保
全
の
取
組
を
進
め

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
社
会
教
育
施
設
に
お
い
て
、
子
ど
も
が
環

境
保
全
活
動
を
実
体
験
す
る
こ
と
で
、
環
境
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
、
自
ら
環
境
を
保
全
し
よ
う
と
す
る
意

欲
の
向
上
と
自
主
的
・
自
発
的
な
態
度
の
育
成
に
資
す

る
と
と
も
に
、
家
庭
に
お
け
る
地
球
温
暖
化
対
策
の
推

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
県
の
重
点
事
業
（
平
成
３0

～
令
和
２
年
度
）
と
し
て
、
本
事
業
を
実
施
し
ま
し

た
。
こ
の
事
業
を
通
し
て
、
環
境
教
育
副
読
本
、
地
球

温
暖
化
対
策
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
を
活
用
し
た
環
境
教
育
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
切
さ
や

環
境
保
全
の
重
要
性
に
つ
い
て
認
識
を
高
め
る
な
ど
、

環
境
教
育
の
一
層
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
構
築
し

た
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
小
・
中
学
校
の
集

団
宿
泊
研
修
等
に
お
け
る
活
用
を
図
る
こ
と
も
本
事
業

の
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

１　

活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
定
の
ポ
イ
ン
ト

本
事
業
は
、
重
点
事
業
2
年
目
と
し
て
、
小
学
校

３
・
４
年
生
を
対
象
に
、
県
立
の
３
つ
の
社
会
教
育
施

設
を
会
場
に
、
3
回
に
分
け
て
実
施
し
ま
し
た
。
各
施

設
の
宿
泊
活
動
（
キ
ャ
ン
プ
）
で
は
、
施
設
の
特
徴
を

活
か
し
、
地
球
環
境
温
暖
化
対
策
を
テ
ー
マ
に
し
た
活

動
を
設
定
し
ま
し
た
。
活
動
に
は
、
振
り
返
り
の
時
間

を
設
定
し
、
学
習
の
足
跡
を
し
っ
か
り
と
学
習
ノ
ー
ト

に
ま
と
め
て
い
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
学
習
ノ
ー

ト
（
し
お
り
）
は
、
フ
ァ
イ
ル
形
式
に
し
て
、
各
施
設

で
の
し
お
り
、
家
庭
へ
の
持
ち
帰
り
課
題
、
地
球
温
暖

化
対
策
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
な
ど
を
綴
じ
た
め
て
い
き
ま
し

た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
各
施
設
で
学
ん
だ
こ
と
が
家

庭
で
も
活
か
さ
れ
、
3
施
設
で
の
事
業
を
つ
な
ぐ
も
の

に
な
る
と
考
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
3
回
目
の
英
彦
山

青
年
の
家
で
の
キ
ャ
ン
プ
で
、
3
回
の
キ
ャ
ン
プ
の
ま

と
め
を
作
る
資
料
と
な
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

２　

活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
と
様
子

フ
ァ
ー
ス
ト
キ
ャ
ン
プ
i
n
篠
栗

　

7
月
6
日（
土
）～
7
日（
日
）　

1
泊
2
日

　

会
場
：
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

フ
ァ
ー
ス
ト
キ
ャ
ン
プ
で
は
、「
初
め
て
出
会
っ
た
子
ど

も
た
ち
と
の
人
間
関
係
作
り
」
と
「
ご
み
を
減
ら
す
た

め
の
工
夫
を
学
ぶ
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
活
動
し
ま
し
た
。

1
日
目
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
循
環
生
活
研
究
所
」
理
事

長
の
永
田
由
利
子
先
生
を
講
師
に
お
招
き
し
て
、
ダ
ン

ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
講
座
を
行
い
ま
し
た
。
永
田
先
生

か
ら
は
、
毎
日
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
を
栄
養
が
あ
る

土
（
堆
肥
）
に
変
え
る
方
法
や
よ
い
土
は
微
生
物
の
働

き
が
活
発
に
な
る
こ
と
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
夕
食
は
グ
ル
ー
プ
で
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
を
行
い
ま

し
た
。
始
め
に
、
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
に
つ
い
て
の
学
習

を
行
い
、
使
用
す
る
洗
剤
の
量
や
調
理
で
出
る
生
ご
み

の
量
を
ど
の
く
ら
い
に
す
る
の
か
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

目
標
設
定
し
ま
し
た
。
野
外
炊
飯
で
は
、
食
材
や
洗

剤
・
水
な
ど
を
無
駄
遣
い
し
な
い
よ
う
に
し
て
、
お
い

し
い
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最

後
は
、
自
分
た
ち
が
ど
の
く
ら
い
の
洗
剤
を
使
っ
た
の

か
、
ど
の
く
ら
い
の
生
ご
み
を
出
し
た
の
か
を
量
り
ま

し
た
。
目
標
の
数
値
を
達
成
で
き
た
グ
ル
ー
プ
も
、
達

成
で
き
な
か
っ
た
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
全
員

が
エ
コ
を
意
識
し
な
が
ら
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。2

日
目
、
福
岡
県
環
境
部
循
環
型
社
会
推
進
課
の
小

澤
七
瀬
主
事
と
吉
本
萌
香
主
事
か
ら
、
食
品
ロ
ス
や
３

Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
）
に
つ

い
て
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
食
品
ロ
ス
の
講
座

で
は
、
食
品
ロ
ス
を
出
さ
な
い
た
め
に
、
残
さ
ず
食
べ

る
こ
と
や
食
材
は
必
要
な
分
だ
け
買
う
こ
と
を
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
３
Ｒ
の
講
座
で
は
、
リ

デ
ュ
ー
ス
（
ご
み
の
量
を
減
ら
す
）・
リ
ユ
ー
ス
（
繰

り
返
し
使
う
）・
リ
サ
イ
ク
ル
（
資
源
と
し
て
ま
た
使

う
）
の
方
法
に
つ
い
て
具
体
的
な
例
を
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
最
後
は
、
自
宅
に
帰
っ
て
頑
張
る
目
標
を

一
人
一
人
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

24



2
日
間
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、「
ダ
ン

ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
講
座
で
学
ん
で
、
家
で
も
ダ
ン

ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
を
や
っ
て
少
し
で
も
生
ご
み
を
減

ら
し
た
い
と
思
っ
た
。」「
グ
ル
ー
プ
の
人
と
仲
良
く
エ

コ
ク
ッ
キ
ン
グ
を
し
て
、
水
や
洗
剤
を
無
駄
遣
い
し
な

い
よ
う
に
頑
張
れ
て
よ
か
っ
た
。」
と
い
っ
た
感
想
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

セ
カ
ン
ド
キ
ャ
ン
プ
i
n
玄
海

　

8
月
２０
日（
火
）～
２２
日（
木
）　

2
泊
3
日

　

会
場
：
少
年
自
然
の
家
「
玄
海
の
家
」

セ
カ
ン
ド
キ
ャ
ン
プ
で
は
、「
地
球
温
暖
化
防
止
の

た
め
に
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」
と
「
環
境
を
守
っ

た
先
に
あ
る
美
し
い
自
然
。
こ
の
美
し
い
自
然
を
、

『
玄
海
の
家
』
で
満
喫
す
る
楽
し
い
夏
休
み
」
の
２
つ

の
テ
ー
マ
で
活
動
し
ま
し
た
。

１
日
目
、
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
で
の
フ
ァ
ー
ス

ト
キ
ャ
ン
プ
に
も
来
て
い
た
だ
い
た
永
田
由
利
子
先
生

を
講
師
に
お
招
き
し
て
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の

家
庭
で
の
活
用
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
確
認
し
ま
し

た
。
み
ん
な
、
家
庭
で
も
し
っ
か
り
と
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ

ン
ポ
ス
ト
を
活
用
し
て
い
ま
し
た
。
昼
か
ら
は
、
海
浜

ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
ゲ
ー
ム
と
い
う
ゲ
ー
ム
形
式
の
ご
み
拾

い
を
行
い
、
海
浜
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
流
れ
着

い
て
い
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
夕
食
は
、
野
菜
の
水

分
だ
け
を
使
っ
て
、
カ
レ
ー
を
作
り
ま
し
た
。
野
菜
の

甘
み
が
し
っ
か
り
と
出
た
お
い
し
い
カ
レ
ー
が
出
来
上

が
り
ま
し
た
。2
回
目
の
野
外
炊
飯
（
カ
レ
ー
づ
く
り
）

と
い
う
こ
と
で
、
調
理
・
片
付
け
も
手
際
よ
く
で
き
ま

し
た
。
夜
は
、
福
津
市
地
域
振
興
部
う
み
が
め
課
環
境

づ
く
り
係
長
の
茶
原
翔
太
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
て
、

ウ
ミ
ガ
メ
を
通
し
て
地
球
温
暖
化
の
問
題
を
考
え
ま
し

た
。
ウ
ミ
ガ
メ
の
性
別
は
、
卵
の
ま
わ
り
の
砂
の
温
度

で
決
ま
り
、
29
・
7
℃
を
こ
え
る
と
雌
の
ウ
ミ
ガ
メ
し

か
う
ま
れ
な
い
こ
と
に
、
子
ど
も
た
ち
は
驚
い
て
い
ま

し
た
。
2
日
目
は
、「
環
境
を
守
っ
た
先
に
あ
る
美
し
い
自

然
。
こ
の
美
し
い
自
然
を
、『
玄
海
の
家
』
で
満
喫
す

る
楽
し
い
夏
休
み
」
を
テ
ー
マ
に
、「
玄
海
の
家
」
の

前
に
広
が
る
白
い
砂
浜
、
青
い
海
で
、
海
水
浴
、
ボ

デ
ィ
ー
ボ
ー
ド
を
楽
し
み
ま
し
た
。

3
日
目
は
、
宗
像
清
掃
工
場
に
見
学
に
行
き
ま
し

た
。
家
庭
か
ら
出
た
ご
み
は
、
清
掃
工
場
で
処
理
さ
れ

ま
す
が
、
燃
や
し
た
と
き
の
熱
を
発
電
に
利
用
す
る
な

ど
様
々
な
工
夫
が
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

サ
ー
ド
キ
ャ
ン
プ
i
n
英
彦
山

　

1２
月
7
日（
土
）～
8
日（
日
）　

1
泊
2
日

　

会
場
：
英
彦
山
青
年
の
家

サ
ー
ド
キ
ャ
ン
プ
で
は
、「
英
彦
山
の
自
然
を
通
し

て
地
球
温
暖
化
を
考
え
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
活
動
し

ま
し
た
。

1
日
目
、
英
彦
山
自
然
探
検
で
は
、「
株
式
会
社
チ
ク

モ
ク
」
の
加
藤
慎
一
郎
先
生
を
講
師
に
お
招
き
し
、
青

年
の
家
周
辺
に
あ
る
木
々
の
特
徴
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。
実
際
に
、
幹
の
太
さ
を
測
っ
て
、
そ
れ
を
も
と
に

樹
齢
を
計
算
し
た
り
、
ザ
ト
ウ
ム
シ
の
観
察
を
し
た
り

も
し
ま
し
た
。
貴
重
な
体
験
を
通
し
て
、
英
彦
山
の
豊

か
な
自
然
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
自
然

探
検
の
後
は
、
森
林
の
は
た
ら
き
や
、
森
林
を
守
る
た

め
に
大
切
な
こ
と
に
つ
い
て
、
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

講
師
の
加
藤
先
生
か
ら
の
質
問
に
対
し
、
子
ど
も
た
ち

が
２
つ
の
立
場
に
分
か
れ
、
お
互
い
に
意
見
を
出
し
合

い
発
表
す
る
こ
と
で
、
学
び
が
深
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

木
材
を
使
う
こ
と
が
、
森
林
を
守
り
、
地
球
温
暖
化
を

防
ぐ
こ
と
に
も
な
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
学

び
の
ゴ
ー
ル
と
し
て
間
伐
材
を
使
っ
た
椅
子
づ
く
り
を

し
ま
し
た
。

1
日
目
の
夜
以
降
は
、
こ
れ
ま
で
の
他
施
設
で
の
活

動
も
振
り
返
り
な
が
ら
、
3
回
の
キ
ャ
ン
プ
を
通
し
て

学
ん
だ
こ
と
を
、
班
ご
と
に
壁
新
聞
に
ま
と
め
ま
し

た
。「
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
」「
玄
海
の
家
」「
英

彦
山
青
年
の
家
」
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
活
動
で
分
か
っ

た
こ
と
や
、
考
え
た
こ
と
、
自
然
環
境
を
守
る
た
め
に

で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
、
自
分
の
言
葉
で
ま
と
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

３　

事
業
の
成
果
と
今
後
の
展
開

今
回
の
事
業
の
成
果
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
作
っ

た
壁
新
聞
と
、
綴
じ
た
め
て
い
た
学
習
ノ
ー
ト
を
県
庁

の
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
ま
し
た
。
見
学
さ
れ
た
方
か
ら
も

子
ど
も
た
ち
の
頑
張
り
や
事
業
の
成
果
を
た
く
さ
ん
評

価
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
事
業
後
の
追
跡
調

査
か
ら
は
、「
事
後
、
環
境
に
つ
い
て
考
え
た
。」
9
割

以
上
、「
事
後
、
環
境
に
つ
い
て
活
動
し
た
。」
7
割
以

上
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
環
境
へ
の
意
識
の
高
ま
り
が

み
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
も
、
本
事
業
や
子
ど
も
た
ち
の
活
動
を
広
く
紹

介
し
て
い
く
こ
と
で
、
県
民
の
環
境
保
全
に
対
す
る
意

識
や
家
庭
に
お
け
る
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

海浜ハンティングゲーム

県庁ロビーでの展示
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■　

は
じ
め
に

本
県
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
・
推
進
を
担
う
福
岡
県
立
ス

ポ
ー
ツ
科
学
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
医

事
・
健
康
体
力
相
談
事
業
」
を
実
施
し
て
お
り
、
競
技

力
向
上
を
目
指
す
競
技
者
や
、
健
康
体
力
づ
く
り
を
行

う
県
民
の
皆
様
の
体
力
を
測
定
し
、
個
人
の
目
的
に
応

じ
た
運
動
及
び
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
指
導
助
言
を
行
う
と

と
も
に
、
測
定
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
、
望
ま
し
い
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
在
り
方
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
事
業
の
中
か
ら
二
つ
の
測
定
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

■　

競
技
者
向
け
体
力
相
談
事
業

「
競
技
者
向
け
体
力
相
談
事
業
」
は
、
競
技
力
向
上

を
目
指
す
選
手
向
け
の
体
力
測
定
を
実
施
し
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
関
す
る
指
導
助
言
を
行
う
も
の
で
す
。
日
頃

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
効
果
を
確
認
し
た
り
、
各
専
門
競

技
に
必
要
な
体
力
が
備
わ
っ
て
い
る
か
数
値
に
よ
り
客

観
的
に
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
競
技
者
向
け
相

談
事
業
は
４
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
「
総

合
運
動
能
力
向
上
相
談
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

本
測
定
は
、
現
在
ま
で
に
多
く
の
競
技
団
体
や
県
内

の
高
等
学
校
体
育
コ
ー
ス
の
生
徒
に
利
用
し
て
い
た
だ

き
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
効
果
を
確
認
し
た
り
、
課
題
を

発
見
す
る
こ
と
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
握
力
な
ど
馴

染
み
の
あ
る
測
定
か
ら
、
日
頃
計
測
で
き
な
い
速
度
に

応
じ
た
筋
出
力
や
、
伸
筋
・
屈
筋
の
筋
バ
ラ
ン
ス
な
ど

を
測
定
（
写
真
１
、２
）
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
図

１
は
筋
力
測
定
結
果
表
の
一
部
で
す
。

「
ス
ポ
ー
ツ
医
事
・
健
康
体
力
相
談
事
業
」
に
つ
い
て

福
岡
県
立
ス
ポ
ー
ツ
科
学
情
報
セ
ン
タ
ー

写真１【筋力肘測定】

図１　筋力測定結果表

写真２【筋力膝測定】

測定の紹介（一例）
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ま
た
、
反
応
時
間
の
測
定
で
は
、
全
身
反
応
（
写
真

３
）
と
四
方
位
反
応
（
写
真
４
）
を
測
定
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
結
果
表
に
は
、
前
後
左
右
そ
れ
ぞ
れ
の
記

録
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
被
験
者
の
各
方
向
へ

の
移
動
速
度
を
表
す
も
の
で
あ
り
、
ど
の
方
向
へ
の
移

動
が
素
早
く
行
わ
れ
て
い
る
か
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で

き
、
競
技
特
性
に
応
じ
た
自
身
の
課
題
を
発
見
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
測
定
以
外
に
も
柔
軟
性
・
瞬
発
力
・
敏
捷

性
を
測
定
し
、
総
合
的
に
体
力
を
診
断
す
る
こ
と
が
で

き
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■　

健
康
体
力
づ
く
り
相
談

「
健
康
体
力
づ
く
り
相
談
」
は
、
基
礎
的
体
力
を
知

り
た
い
皆
様
を
対
象
と
し
た
測
定
で
す
。
身
長
・
体

重
・
体
脂
肪
や
上
体
起
し
・
握
力
な
ど
の
基
礎
的
な
測

定
と
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
を
使
っ
た
全
身
持
久
力
の
測
定
を

行
い
、
個
人
の
結
果
表
を
作
成
し
ま
す
。
こ
の
測
定
で

は
自
分
の
基
本
的
な
体
力
の
現
状
を
知
る
こ
と
が
で

き
、
今
後
の
運
動
の
実
施
方
法
に
活
か
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
基
礎
体
力
の
維
持
は
、
い
き
い
き
と
し
た
日
常

生
活
を
送
る
う
え
で
重
要
で
あ
り
、
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ

ラ
イ
フ
の
実
現
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

測
定
は
以
下
の
２
つ
の
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。　

健
康
づ
く
り
コ
ー
ス

全
身
持
久
力
（
写
真
５
）、
骨
強
度
（
写
真
６
）
の

測
定
を
行
い
、
こ
れ
か
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
の
充
実

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

体
力
づ
く
り
コ
ー
ス

全
身
持
久
力
、
基
礎
体
力
の
測
定
を
行
い
、
ス
ポ
ー

ツ
ラ
イ
フ
に
お
け
る
体
力
向
上
を
サ
ポ
ー
ト�

し
ま
す
。

■　

お
わ
り
に

福
岡
県
立
ス
ポ
ー
ツ
科
学
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今

回
ご
紹
介
し
た
測
定
だ
け
で
な
く
様
々
な
測
定
を
行
っ

て
い
ま
す
（
表
１
参
照
）。
測
定
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
高
い
運
動
能
力
の
獲
得
を
目
指
す
競
技
者
の
方
か

ら
健
康
の
保
持
増
進
を
目
的
と
さ
れ
る
皆
様
ま
で
、
自

己
の
目
標
達
成
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
様
々
な
用
途
に
合
わ
せ
て
、
是
非
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

【
お
申
し
込
み
　
お
問
い
合
わ
せ
】

福
岡
県
立
ス
ポ
ー
ツ
科
学
情
報
セ
ン
タ
ー

（
ア
ク
シ
オ
ン
福
岡
）

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

0
9
2
（
6
1
1
）
1
7
1
7

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

0
9
2
（
6
1
1
）
1
6
0
0

総合運動能力向上相談
【一般：￥2,660　高校生以下：￥1,330】
全身持久向上相談
【一般：￥2,660　高校生以下：￥1,330】
筋力向上相談
【一般：￥2,660　高校生以下：￥1,330】
スポーツ心理相談
【一般：￥1,590　高校生以下：￥790】
健康体力づくり相談　
（健康づくりコース・体力づくりコース）

【一般：￥630　高校生以下：￥310】
※高校生以下が学校教育活動（部活動等）
で利用される場合は減免制度があります。

全身反応時間
前 方 後 方 右 左 総 合
秒 秒 秒 秒 秒

測定値 0.300 0.461 0.426 0.478 0.488 0.463

前回値 0.308 0.522 0.493 0.505 0.502 0.506

アクシオン平均値 0.306 0.554 0.519 0.519 0.516 0.527

四方位反応時間

秒

この部分の
点灯に反応
し矢印方向
へ移動

写真４【四方位反応測定】

写真５【全身持久力測定】

写真６【骨強度測定】

写真３【全身反応測定】

表１　測定の種類と料金

測定の紹介（一例）
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O
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A
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N

お
知
ら
せ

体
育
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

「
福
岡
県
学
校
給
食
レ
シ
ピ
コ
ン
ク
ー
ル
」
の

お
知
ら
せ

中
学
生
を
対
象
に
「
わ
た
し
が
つ
く
る
『
福
岡
』
の
学
校
給

食
」
を
テ
ー
マ
に
県
産
品
を
用
い
た
学
校
給
食
の
レ
シ
ピ
を
募
集

し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

１　

応
募
資
格

　

福
岡
県
内
公
立
中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
後
期
課
程
、
中
等
教

育
学
校
前
期
課
程
及
び
特
別
支
援
学
校
中
学
部
に
在
学
す
る
生
徒

２　

応
募
方
法

　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
応
募
締
切
ま
で
に
体
育
ス

ポ
ー
ツ
健
康
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※�

応
募
用
紙
及
び
実
施
要
項
は
、
福
岡
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

３　

応
募
締
切　

令
和
２
年
９
月
１8
日
（
金
）
必
着

　

※�

詳
細
に
つ
い
て
は
、
６
月
に
各
学
校
に
配
布
し
て
い
る
実
施

要
項
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

［
問
い
合
わ
せ
先
］

　

福
岡
県
教
育
庁
体
育
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
保
健
給
食
係

����

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
９
２
（
６
４
３
）
３
９
２
２

����

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
９
２
（
６
４
３
）
３
９
２
6

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w.pref.fukuoka.lg.jp/

contents/2kyushoku.htm
l

福
岡
県
立
図
書
館
子
ど
も
図
書
館

「
定
例
お
は
な
し
会
」

毎
週
、
年
齢
別
に
お
は
な
し
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
対
象
年
齢

以
外
で
も
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
参
加
無
料
。

〇
赤
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
会

　

毎
週
水
曜
日　

午
前
１１
時
か
ら

　

わ
ら
べ
う
た
・
手
遊
び
な
ど
を
、
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
楽
し
み

ま
す
。

　

※�

第
１
・
３
・
５
水
曜
日
は
０
歳
児
向
け
、
第
２
・
４
水
曜
日

は
１
・
２
歳
児
向
け
の
内
容
で
す
。

〇
幼
児
～
小
学
１
年
生
向
け
の
お
は
な
し
会

　

第
１
・
３
・
５
土
曜
日　

午
後
２
時
か
ら

　

絵
本
、
布
の
絵
本
、
紙
芝
居
、
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
な
ど
毎

週
違
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

〇
小
学
２
年
生
以
上
向
け
の
お
は
な
し
会

　

第
２
・
４
土
曜
日　

午
後
２
時
か
ら

　

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
、
絵
本
な
ど
毎
週
違
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。［

問
い
合
わ
せ
先
］

　

福
岡
県
立
図
書
館
子
ど
も
図
書
館

T
E
L　

０
９
２
（
６
４
１
）
１
１
６
１

F
A
X　

０
９
２
（
６
４
１
）
１
１
９
２

福
岡
県
立
少
年
自
然
の
家
「
玄
海
の
家
」

思
い
出
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ

「
玄
海
の
家
」
で
は
、
夏
の
思
い
出
づ
く
り
の
場
を
用
意
し
て

い
ま
す
。

海
水
浴
や
簡
単
野
外
ク
ッ
キ
ン
グ
、
工
作
活
動
な
ど
、「
玄
海
の

家
」
な
ら
で
は
の
夏
を
楽
し
む
体
験
活
動
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

夏
の
最
後
の
思
い
出
づ
く
り
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
職
員

一
同
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期　

日
：
令
和
２
年
８
月
2３
日
（
日
）
９
時
00
分
～
１6
時
１5
分

会　

場
：
福
岡
県
立
少
年
自
然
の
家
「
玄
海
の
家
」

内　

容
：
海
水
浴
、
牛
乳
パ
ッ
ク
で
ホ
ッ
ト
ド
ッ
ク
、
工
作
活
動
他

対　

象
：
小
学
校
４
年
生
か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で

定　

員
：
48
名

料　

金
：
５
０
０
円

申
込
み
：�

電
話
予
約　

７
月
20
日
（
月
）
か
ら
８
月
１4
日
（
金
）

ま
で

　
　
　

※
但
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

［
問
い
合
わ
せ
先
］

　

福
岡
県
立
少
年
自
然
の
家
「
玄
海
の
家
」

　

〒
8
1
1
～
3
5
0
1　

福
岡
県
宗
像
市
神
湊
１
２
７
６

　

T
E
L　

０
９
４
０
（
６
２
）
２
５
１
１

　

F
A
X　

０
９
４
０
（
６
２
）
２
５
１
３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w.fsg.pref.fukuoka.jp/

genkai/

放
送
大
学
福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー

自
宅
で
学
べ
る
「
放
送
大
学
」

―	

大
学
院
生
・
教
養
学
部
生　

募
集	

―

放
送
大
学
は
、
Ｂ
Ｓ
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
ス
マ
ホ
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
等
を
含
む
）
を
通
し
て
学
ぶ
文
部
科
学
省
・
総
務
省
所

管
の
通
信
制
の
大
学
で
す
。

【
大
学
院
・
教
養
学
部
】

　

・�

特
別
支
援
学
校
教
諭
二
種
免
許
状
や
、
専
修
免
許
状
等
上
位

免
許
状
取
得
に
利
用
で
き
ま
す
。

　

・�

心
理
や
教
育
、
福
祉
な
ど
の
幅
広
い
分
野
か
ら
、
大
学
院
は

約
80
科
目
、
教
養
学
部
は
約
３
０
０
科
目
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
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・�

学
生
は
、
自
己
学
習
の
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
サ
イ
ト
「
放
送
大
学

自
己
学
習
サ
イ
ト
」
を
利
用
で
き
ま
す
。

【
２
０
２
０
年
度
第
２
学
期
学
生
募
集
期
間
】

　

・�［
第
一
回
］�

令
和
２
年
６
月
１0
日
（
水
）
～
令
和
２
年
８
月
３１
日
（
月
）

　

・�［
第
二
回
］�

令
和
２
年
９
月
１
日
（
火
）
～
令
和
２
年
９
月
１5
日
（
火
）

※
各
学
校
に
は
、
令
和
２
年
３
月
に
「
２
０
２
０
年
度
教
員
免
許

状
及
び
各
種
資
格
に
つ
い
て
」（
放
送
大
学
本
部
作
成
）
を
配
布

し
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、「
２
０
２
０
年
度
教
員
の
た
め
の
放
送

大
学
活
用
の
手
引
（
教
科
･
免
許
編
デ
ー
タ
版
）」
を
放
送
大
学

福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
作
成
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
、
福

岡
学
習
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

［
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先
］

　

放
送
大
学
福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー

〒
８
１
６
～
０
８
１
１�　

春
日
市
春
日
公
園
６
～
１

（
九
州
大
学
筑
紫
キ
ャ
ン
パ
ス
Ｅ
棟�

４
・
５
階
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
９
２
（
５
８
５
）
３
０
３
３

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
９
２
（
５
８
５
）
３
０
３
９

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
休

館
又
は
各
種
教
室
や
イ
ベ
ン
ト
等
の
中
止
、
延
期
を
し
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

最
新
の
情
報
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
公
式
サ
イ

ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

〔
期　

日
〕
９
月
１9
日
（
土
）

〔
時　

間
〕
①
１0
時
00
分
～
１2
時
00
分
、

　
　
　
　
　

②
１３
時
00
分
～
１5
時
00
分

〔
対　

象
〕
小
学
校
３
年
生�

～�

中
学
生

〔
参
加
費
〕
1
5
0
0
円

〔
定　

員
〕
各
回
20
名

〔
受
付
開
始
〕
８
月
１9
日
（
水
）

〔
内　

容
〕�
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
燃
料
電
池
で
動
く
ク
モ
型
ロ
ボ
ッ

ト
を
作
り
ま
す
。
８
本
の
足
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

に
動
き
出
し
ま
す
。

〔
期　

日
〕
９
月
26
日
（
土
）

〔
時　

間
〕
１0
時
00
分�

～�

１2
時
00
分

〔
対　

象
〕
小
学
校
３
年
生�

～�

中
学
生
の
子
ど
も
と
保
護
者

〔
参
加
費
〕
３
０
０
円

〔
定　

員
〕
１2
組
（
子
ど
も
と
保
護
者
の
２
名
で
１
組
）

　
　
　
　
　

※
当
日
、子
ど
も
１
人
で
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

〔
受
付
開
始
〕
８
月
26
日
（
水
）

〔
内　

容
〕�

子
ど
も
と
保
護
者
の
2
人
1
組
で
教
育
版
レ
ゴ�

マ
イ
ン
ド
ス
ト
ー
ム
E
V
3
を
使
っ
て
、
簡
単
な

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

〔
期　

日
〕
毎
週
日
曜
日
・
祝
日

〔
時　

間
〕
①
１１
時
00
分
～
１2
時
00
分
、

　
　
　
　
　

②
１4
時
00
分
～
１5
時
00
分

〔
会　

場
〕�

福
岡
県
青
少
年
科
学
館　

２
階
実
験
室

〔
対　

象
〕
ど
な
た
で
も

〔
参
加
費
〕
１
０
０
円

〔
内　

容
〕�

簡
単
な
科
学
工
作
（
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
レ
プ
リ
カ
や

プ
ラ
板
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
な
ど
）
を
し
ま
す
。

［
問
い
合
わ
せ
先
］

　

福
岡
県
青
少
年
科
学
館

T
E
L　

０
９
4
２
（
３
７
）
5
5
6
6

F
A
X　

0
9
4
2
（
3
7
）
3
7
7
0

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w.science.pref.fukuoka.jp/

　

こ
の
マ
ー
ク
の
あ
る
教
室
や
催
し
は
、
予
約
が
必

要
で
す
。
受
付
開
始
日
の
の
９
時
３0
分
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
来
館
の
上
、
先
着
順
に
受
け
付
け
ま
す
。

　

教
室
や
催
し
に
参
加
す
る
場
合
、
参
加
費
の
ほ
か

に
入
館
料
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
土
曜
日
は
高
校

生
以
下
の
入
館
料
は
無
料
で
す
。
ま
た
、
市
民
天
体

観
望
会
の
入
館
料
は
ど
な
た
も
無
料
で
す
。

も
の
づ
く
り
工
房

■	

ア
ク
ア
ス
パ
イ
ダ
ー
（
中
級
）

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室

■	

簡
単
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
し
よ
う

科
学
工
作
教
室

サ
イ
エ
ン
ス
ラ
ボ
ふ
く
お
か

福
岡
県
青
少
年
科
学
館

29



九州歴史資料館 展示品 名選 No.44

下
関
要
塞
の
要
塞
地
区
域
標

（
直
方
市
内
ヶ
磯
窯
跡
付
近
出
土
）

内
ヶ
磯
窯
跡
は
、
直
方
市
大
字
頓
野
に
あ
る
遺
跡
で
、
こ
の
地
に
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
た
め
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
、
膨
大
な
陶
器
関
係
の
遺
物
が
出
土
し
ま
し
た
。

そ
の
発
掘
調
査
の
現
場
事
務
所
を
準
備
し
て
い
た
際
、
1
点
の
石
柱
が
採
取
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
が
下
関
要
塞
の
要
塞
地
区
域
標
で
、
周
辺
も
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
他
に
も
3
点
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
（
今
回
は
こ
の
4
点
か
ら
、
3
点
を
紹
介
）。

要
塞
と
は
、
戦
前
に
陸
軍
が
設
置
し
た
防
備
施
設
で
、
大
砲
を
据
え
付
け
る
砲
台
や
弾
薬

庫
な
ど
の
倉
庫
が
あ
り
ま
す
。
関
門
海
峡
を
擁
す
る
下
関
に
も
、
明
治
20
年
か
ら
要
塞
が
築

造
さ
れ
、
対
岸
の
北
九
州
に
も
多
く
の
施
設
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
後
に
は
宗
像
の
大
島
や
沖

ノ
島
に
も
、
砲
台
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
要
塞
の
機
密
を
守
る
た
め
、
明
治
３2
年

に
要
塞
地
帯
法
も
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
要
塞
か
ら
の
距
離
に
応
じ
て
第
一
区
～
第
三
区
の
要

塞
地
帯
が
設
定
さ
れ
、
家
屋
の
建
築
や
土
地
利
用
に
制
限
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
第
三

区
か
ら
一
定
の
距
離
の
区
域
も
規
制
さ
れ
、
要
塞
地
帯
と
合
わ
せ
て
写
真
撮
影
や
測
量
が
制

限
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
要
塞
地
帯
は
後
に
航
空
機
の
発
達
に
合
わ
せ
、
広
域
化
し
て
い
ま
す
。

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
こ
の
最
も
外
側
で
制
限
さ
れ
て
い
た
区
域
を
示
す
標
柱
で
、
い
ず

れ
も
途
中
で
折
れ
、
先
端
部
ま
た
は
中
間
部
の
み
発
見
さ
れ
た
も
の
で
す
。
四
面
全
て
に
文

字
が
記
さ
れ
、
ま
ず
正
面
に
「
要
塞
」
や
「
区
域
標
」、
側
面
に
は
番
号
と
設
置
年
月
日
、
裏

面
に
は
「
陸
軍
省
」
と
思
わ
れ
る
文
字
の
一
部
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
先
が
、
要
塞
地
帯
法

に
基
づ
き
陸
軍
が
定
め
た
制
限
区
域
で
あ
る
こ
と
を
、
現
地
で
明
示
す
る
標
柱
と
い
え
ま
す
。

戦
前
、
北
九
州
の
地
図
や
絵
葉
書
に
は
、
要
塞
地
帯
法
に
合
致
し
た
こ
と
を
示
す
「
下
関

要
塞
司
令
部
許
可
済
」
の
印
が
押
さ
れ
る
な
ど
、
こ
の
法
律
は
広
く
社
会
に
影
響
を
与
え
ま

し
た
。
戦
後
75
年
が
経
過
し
、
戦
争
や
旧
軍
の
記
憶
が
い
よ
い
よ
消
え
よ
う
と
し
て
い
る
現

在
、
こ
の
標
柱
は
社
会
に
影
響
を
与
え
た
軍
事
施
設
の
存
在
を
物
語
る
、
貴
重
な
遺
物
と
い

え
ま
す
。

な
お
、
九
州
歴
史
資
料
館
で
は
、
こ
の
標
柱
も
含
め
た
福
岡
県
の
戦
争
遺
跡
に
つ
い
て
紹

介
す
る
企
画
展
「
福
岡
県
の
戦
争
遺
跡
」
を
7
月
１4
日
㈫
～
9
月
１３
日
㈰
に
開
催
予
定
で
す
。

［
教
育
福
岡
］　
N
o.6
6
1

教
育
福
岡
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7
月
号（
通
巻
6
6
1
号
）
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年
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1
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日
発
刊

発
行
所
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岡
県
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育
委
員
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岡
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博
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７
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号
　
T
E
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0
9
2
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5
1
-1
1
1
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編
集
者
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教
育
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教
育
総
務
部
総
務
企
画
課
　
印
刷
/マ
ツ
オ
印
刷
株
式
会
社




